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9月26日（金）は業界人必見の
国際観光フォーラム

ビジネスチャンスの宝庫、業界セミナーも多彩に

行

ル3階
報）

み

●
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T
は
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催

●
三
位
一
体
の
展
示
・
商
談
会
は
史
上
空
前
の
規
模
に

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
４
」

 

〝
世
界
最
大
級
の
旅
の
祭
典
〞が
今
始
ま
る

 

１
５
０
以
上
の
国
・
地
域
と
国
内
47
都
道
府
県
が一堂
に

素材研究  （国内）白馬村
　　　　 （海外）スコットランド



〝
世
界
最
大
級
の
旅
の
祭
典
〞が
今
始
ま
る

１
５
０
カ
国
・
地
域
と
国
内
47
都
道
府
県
が
集
結

　
世
界
最
大
級
の
旅
の
祭
典
と
し
て
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
る
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
が
、
い
よ

い
よ
幕
を
開
き
ま
す
。
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
開
催
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
〝
観
光
立
国
＝

ニ
ッ
ポ
ン
〞
が
、
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
大
い
な
る
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞
体

制
で
大
い
な
る
船
出

　

9
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で
の
4
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
第
1
回
ツ
ー

リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、「
新

し
い
旅
が
始
ま
る
。」を
テ
ー
マ
に
海
外

旅
行
と
国
内
旅
行
を
中
心
と
す
る
展

示
会
と
商
談
会
を
は
じ
め
、訪
日
旅
行

や
ア
ジ
ア
旅
行
市
場
分
析
な
ど
も
テ
ー

マ
に
加
え
た
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

J
A
T
A
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
や
ツ
ア
ー

グ
ラ
ン
プ
リ
を
軸
と
す
る
顕
彰
事
業
、

〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T
〞や
開

会
式・グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
な
ど
の
公

式
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、観
光
庁
と
日
本
政
府
観

光
局（
J
N
T
O
）の
主
催
に
よ
る

「
V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N
ト
ラ
ベル

マ
ー
ト
2
0
1
4
」と「
V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N 

M
I
C
E
マ
ー
ト

2
0
1
4
」も
、9
月
24
日
か
ら
26
日

ま
で
の
3
日
間
に
わ
た
っ
て
同
時
開
催

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、文
字
通
り
、世
界
最

大
規
模
の
観
光
イ
ベン
ト
と
し
て
、内
外

の
注
目
も
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
の

キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
モ
チ
ー
フ
と
し
て
登

場
す
る
日
本
橋
は
、五
街
道
の
起
点
と

し
て
江
戸
時
代
に
は
旅
の
始
ま
り
を
象

徴
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の

日
本
橋
の
再
開
発
に
取
り
組
み
、全
国

各
地
で
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
三
井
不
動
産
が

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
に
初
出

展
し
ま
す
。

　

三
井
不
動
産
商
業
施
設
本
部
ア
ー

バ
ン
事
業
部
事
業
企
画
グ
ル
ー
プ
の
村

田
忠
浩
統
括
に
よ
る
と
、グ
ル
ー
プ
企

業
が
全
国
に
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、今
年
1
月
に
は

商
業
施
設
本
部
内
に〝
M
I
T
S
U
I 

F
U
D
O
S
A
N 

V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N
チ
ー
ム
〞が
発
足
。「
訪

日
旅
行
も
視
野
に
入
れ
た
事
業
展
開

を
本
格
化
さ
せ
る
中
で
、ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ンへの
出
展
に
よ
り
新

た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図
り
た
い
」

（
村
田
統
括
）と
話
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、全
国
各
地
の
伝
統
的
工
芸
品

を
通
じ
た
産
地
振
興
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品

産
業
振
興
協
会
も
、同
協
会
と
し
て
は

初
め
て
旅
行
イ
ベン
ト
への
出
展
を
決
定

し
ま
し
た
。同
協
会
産
地
支
援
部
の
秋

山
淳
子
課
長
は
、「
国
内
に
は
古
く
か

ら
生
活
用

品
と
し
て

独
特
の
原

材
料
や
技

術
・
技
法

に
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
数
多
く
の

工
芸
品
が
あ
り
、そ
れ
ら
を
地
域
の
観

光
資
源
と
し
て
も
活
用
し
て
も
ら
い
、

産
地
振
興
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
」と
期

待
を
語
って
い
ま
す
。

　

昨
年
末
の
時
点
で
、経
済
産
業
省
か

ら「
伝
統
的
工
芸
品
」と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
工
芸
品
は
2
1
8
品
目
を
数

え
て
お
り
、各
地
に
伝
わ
る「
技
と
美
」

は
、着
地
型
や
体
験
型
の
旅
行
商
品
開

発
に
取
り
組
む
地
域
で
の
貴
重
な
財
産

と
な
る
は
ず
で
す
。「
地
元
行
政
や
旅

行
業
界
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
伝
統

的
工
芸
品
の
価
値
を
見
直
し
て
い
た
だ

き
、新
た
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
に
よ
る
展

開
を
実
現
し
た
い
」（
秋
山
課
長
）

「
地
域
を
元
気
に
」
体
現

す
る
展
示

　

ま
さ
に
、オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
開

催
さ
れ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ

ン
に
は
、世
界
1
5
0
以
上
の
国・地
域

と
全
国
47
都
道
府
県
か
ら
の
参
加
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、内
外
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
関

係
者
が
、文
字
通
り
、一
堂
に
会
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

国
内
の
自
治
体
と
し
て
は
最
大
規
模

と
な
る
50
コマ
分
を
出
展
す
る
沖
縄
県

の
動
き
は
、新
た
な
発
見・出
会
い
な
ど

が
も
た
ら
す
相
乗
効
果
へ
の
期
待
感
を

象
徴
す
る
も
の
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

国
内
事
業
部
国
内
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

の
翁
長
由
佳
課
長
は
、「
観
光
立
県
を

目
指
す
沖
縄
に
と
っ
て
、ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
は
日
本
全
国
と
世

界
へ
向
け
て
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、海
外
で

の
実
績
も
含
め
て
過
去
最
大
規
模
で
出

展
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
」と
説
明
し

て
い
ま
す
。

地元の古民家をモチーフにした沖縄県の集合ブース（イメージは 8月 27
日現在のものです）

美ら海水族館の水槽も展示される予定です（©海洋博公園・沖縄美ら
海水族館）



「ツーリズムEXPOジャパン2014」 直前特集

　ジャパントラベルウィークのスタートを祝うイベント
として9月25日に東京国立博物館で、観光庁・JNTO・
日本観光振興協会・JATAの主催による“JAPAN 
NIGHT”が開催されます。来日する各国の観光大臣や
駐日大使などの要人をはじめ、海外からの参加企業や
団体のトップ、商談会に参加するバイヤーやセラーな
ど約1500人を招き、京都の舞妓20人による「京舞の
夕べ」や奏者300人のマンドリン演奏などのアトラク
ションのほか、春日の伝統的な神事芸能である舞楽に
よる歓迎行事や女性書画家らによるオープニングアク
トなど、様々な趣向でジャパントラベルウィークが彩ら
れる予定です。

ジャパントラベルウィークを彩る
“JAPAN NIGHT”を東京国立博物館で開催

　

沖
縄
県
か
ら
は
、本
島・離
島
や
首
里

城・美
ら
海
水
族
館
な
ど
約
20
団
体
が

参
加
す
る
予
定
で
、「
リ
ピ
ー
タ
ー
が
8

割
を
占
め
る
沖
縄
の
魅
力
を
内
外
の
よ

り
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
知
って
い

た
だ
き
、沖
縄
旅
行
未
経
験
者
も
含
め

た
沖
縄
へ
の
旅
行
者
の
拡
大
に
向
け
て

大
き
く
前
進
し
た
い
」（
翁
長
課
長
）意

向
で
す
。

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

第
一
歩

　

年
間
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
昨
年

初
め
て
1
0
0
0
万
人
を
超
え
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
2
0
2
0
年
に
は

2
0
0
0
万
人
の
高
み
を
目
指
す
〝
観

光
立
国
＝
ニ
ッ
ポ
ン
〞
に
と
っ
て
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
発
展
を
支
え
る
双
方
向

交
流
の
一
翼
を
担
う
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

の
拡
大
も
、
そ
の
重
要
性
が
改
め
て
増

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
・
地
域
の
関
係
者
が
日

本
の
海
外
旅
行
市
場
に
向
け
る
視
線

も
、
従
来
に
も
増
し
て
熱
を
帯
び
て

き
て
お
り
、
第
1
回
と
な
る
ツ
ー
リ

ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
に
は
、
中

南
米
か
ら
ボ
リ
ビ
ア
や
カ
リ
ブ
共
同

体
（
C
A
R
I
C
O
M
）
、
中
東
か

ら
も
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
な
ど
、

日
本
で
開
か
れ
る
大
規
模
な
旅
行
イ

ベ
ン
ト
へ
の
初
参
加
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

2
0
1
6
年
に

ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催

さ
れ
る
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の

五
輪
大
会
に
向
け
て
、
中
南
米
各
地
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
注
目
も
高

ま
る
中
、
ボ
リ
ビ
ア
文
化
観
光
省
は
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
へ
の

出
展
に
つ
い
て
、
「
ウ
ユ
ニ
塩
湖
を
中

心
に
日
本
か
ら
の
旅
行
者
が
増
加
す
る

中
で
、
ボ
リ
ビ
ア
国
内
の
様
々
な
魅
力

に
あ
ふ
れ
た
観
光
資
源
の
積
極
的
な
周

知
を
図
り
た
い
」
意
向
を
表
明
。
ボ
リ

ビ
ア
か
ら
6
社
が
出
展
す
る
ブ
ー
ス
で

は
、
民
族
衣
装
を
ま
と
っ
た
東
京
在
住

の
ボ
リ
ビ
ア
人
ら
の
協
力
に
よ
り
、
民

族
舞
踊
な
ど
の
披
露
を
通
じ
て
、
日
本

の
旅
行
業
界
関
係
者
や
一
般
来
場
者
に

ボ
リ
ビ
ア
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
考

え
で
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
日
本
事
務
所
の
早

瀬
陽
一
代
表
に
よ
る
と
、
米
国
か
ら
の

出
展
ブ
ー
ス
数
は
昨
年
、
一
昨
年
を
上

回
る
97
に
達
し
て
、
海
外
か
ら
の
参
加

国
・
地
域
の
中
で
は
最
大
規
模
と
な
り

ま
す
。
今
年
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
米
国
農
産
物
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
担
当
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
大
使
館
農

産
物
貿
易
事
務
所
（
A
T
O
）
が
出
展

し
、
米
国
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
ブ
ー
ス
で
販
売
す
る
予
定
で
、
早
瀬

代
表
は
「
『
食
』
と
い
う
ア
ン
グ
ル
か

ら
ア
メ
リ
カ
観
光
の
魅
力
を
多
く
の
来

場
者
の
皆
さ
ん
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
説
明
。
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ン
ド

U
S
A
と
J
A
T
A
が
共
同
で
実
施
し

て
い
る
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ア
メ
リ

カ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
旅
行
展
示
会

を
通
じ
た
相
互
交
流
の
促
進
も
指
針
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
へ
の

日
本
側
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
参
加
拡
大
を

通
じ
た
互
換
性
の
強
化
に
よ
り
、
米
国

側
と
し
て
も
、
今
後
よ
り
多
く
の
日
本

側
関
係
者
が
米
国
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
よ
う
な
展
開
へ
の
期
待
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
J
A
T
A
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

観
光
促
進
協
議
会
（
T
e
a
m 

E
U
R
O
P
E
）
に
参
画
し
て
い
る
観

光
局
な
ど
は
、
今
年
も
昨
年
に
続
い
て

特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
開
発
や
商
品
造
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
業
界
関
係
者
に
促
す
方

針
で
す
。

　

観
光
庁
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ン
の
会
期
を
含
む
9
月
24
日
か

ら
30
日
ま
で
の
1
週
間
を
「
ジ
ャ
パ
ン

ト
ラ
ベ
ル
ウ
ィ
ー
ク
」
と
名
付
け
、
一

連
の
イ
ベ
ン
ト
の
国
内
外
で
の
認
知
度

向
上
と
連
携
強
化
を
目
指
し
て
お
り
、

海
外
・
国
内
・
訪
日
旅
行
の
「
三
位
一

体
」
を
具
現
化
す
る
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

会場では日本の伝統的工芸品の製作実演と製作体験も実施されます
（写真は山梨県の「甲州手彫印章」）

ウユニ塩湖が日本で人気を集めるボリビアが初めて出展します



ツ
ー
リ
ズ
ム
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
礎
に

 

田
川 

博
己

 

日
本
旅
行
業
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）会
長

「
旅
の
力
」に
大
い
な
る
期
待

 

タ
レ
ブ・
リ
フ
ァ
イ

 

国
連
世
界
観
光
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）事
務
局
長

「ツーリズムEXPOジャパン2014」～トップ・メッセージ～
　

昨
年
ま
で
の
「
J
A
T
A
旅
博
」

と
日
本
観
光
振
興
協
会
の
「
旅
フ
ェ

ア
」
が
一
本
化
さ
れ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
が
、
い
よ
い
よ
、

9
月
25
日
か
ら
9
月
28
日
ま
で
の
4
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
に
は
、観
光
庁
と
日
本
政
府

観
光
局
が「
V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N

ト
ラ
ベルマ
ー
ト
２
０
１
４・V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N 

M
I
C
E
マ
ー
ト

２
０
１
４
」を
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

第
1
回
と
な
る
今
年
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
に
は
、
世
界
の

1
5
0
以
上
の
国
と
地
域
に
加
え
、
全

国
47
都
道
府
県
も
出
展
し
、
各
ブ
ー
ス

で
は
、
地
域
産
品
の
販
売
や
試
食
な
ど

趣
向
を
凝
ら
し
た
様
々
な
企
画
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旅
行
業
界
の
皆
さ
ん
に
は
、
企
画
か

ら
販
売
に
至
る
ま
で
多
く
の
社
員
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
世
界
各

国
・
地
域
と
日
本
の
各
都
道
府
県
か
ら

出
展
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
積
極
的

に
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
の
時
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
様
々
な
情
報
を
入
手
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
が
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
は
仮
想
空
間
で
は

な
く
実
像
空
間
で
す
か
ら
、
実
際
に
来

て
、
見
て
、
触
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
必
ず
、
新
し
い
出
会
い
や
発
見
が

あ
る
は
ず
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ン
で
経
験
し
体
験
し
た
こ
と

を
、
お
客
様
に
も
ぜ
ひ
伝
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

海
外
旅
行
・
国
内
旅
行
・
訪
日
旅
行

と
い
う
三
位
一
体
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
具

現
化
さ
れ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ン
の
会
場
で
、
五
感
を
駆
使
し

て
「
新
し
い
旅
が
始
ま
る
。
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
た
イ
ベ
ン
ト
の
真
髄
を
掴
み

取
って
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
2
0
2
0
年
に

向
け
て
、
「
新
し
い
旅
」
を
求
め
る
日

本
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
は
ず
で
す
し
、
旅
行
業
界
も
「
新

し
い
旅
行
業
」
を
模
索
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
で
開
催
さ
れ
る
国

際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
旅
の
力

で
地
域
を
元
気
に
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で

日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
、
ア
ジ
ア

を
リ
ー
ド
し
て
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
取

り
組
む
べ
き
海
外
・
国
内
・
訪
日
の
各

分
野
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
メ
ソ
ッ
ド

の
共
有
・
発
信
を
目
指
し
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
ま
で
の
6
年
間
を
超
え

て
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
何
十
年
に
も
わ

た
る
将
来
も
視
野
に
入
れ
た
新
し
い
旅

行
業
界
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
出
す
の

は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

に
来
場
し
て
い
た
だ
く
若
い
世
代
を
中

心
と
し
た
旅
行
業
界
の
皆
さ
ん
自
身
で

も
あ
る
は
ず
で
す
。

　

第
1
回
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ

パ
ン
の
意
義
を
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ

い
た
上
で
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
最
大
限

に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

　

旅
行
業
界
関
係
者
の
皆
様
の
ご
来
場

を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

U
N
W
T
O
を
代
表
し
て
、
ツ
ー
リ

ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
全
て
の

参
加
者
の
皆
様
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
は
、ア

ジ
ア
で
最
も
大
き
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
総
合

イ
ベン
ト
で
あ
り
、国
際
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ス

テ
ー
ジ
で
日
本
が
示
す
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
発
展
へ
の
期
待
は
、
国
際
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
拡
大
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
そ
の

も
の
を
反
映
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
輝
か
し
い
未
来
の
象
徴
で
も

あ
り
ま
す
。
2
0
1
3
年
に
日
本
を
訪

れ
た
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
前
年
比

28
％
増
と
い
う
異
例
の
伸
び
率
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

U
N
W
T
O
は
長
年
に
わ
た
っ
て

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
に
つ
な
が
る
施
策

を
促
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
市
場
な
ど
を
対

象
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
ビ
ザ
緩
和
を
は

じ
め
と
す
る
施
策
は
、
日
本
の
競
争
力

を
高
め
、
訪
日
旅
行
市
場
の
発
展
に
貢

献
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
が

掲
げ
る
「
旅
の
力
」
と
い
う
テ
ー
マ

は
、
社
会
経
済
の
成
長
と
繁
栄
、
地
域

の
発
展
を
も
た
ら
す
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
力
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
会

期
中
の
9
月
27
日
は
「
世
界
観
光
の

日
」
で
も
あ
り
、
全
て
の
参
加
者
の
皆

さ
ん
に
は
、
U
N
W
T
O
と
と
も
に
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
世
界
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
も
た
ら
す
建
設
的
な
影
響
力
の

推
進
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

U
N
W
T
O
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
J
A
T
A
と
の
連
携
に
よ
り
、

〝
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
4
〞
が
大
成
功
を
収
め
る
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

田川博己　JATA会長

タレブ・リファイ　UNWTO事務局長
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海外渡航自由化50周年
キャンペーンロゴのダウンロードは下記へ
JATAでは海外渡航自由化50周年キャンペーンロゴ
とキャッチフレーズを作成しました。パンフレットへの掲
載等、ぜひご活用ください
ロゴのダウンロードは下記URLから。
http://www.jata-net.or.jp/membership/topics/2
013/131024_kgtk50th.html

発行　一般社団法人　日本旅行業協会
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http://www.jata-net.or.jp/

世界最大級の観光イベントとして注目を集める「ツーリズム
EXPOジャパン2014」がいよいよ、9月25日（木）～28日（日）
の4日間、東京・有明の東京ビッグサイトで開催されます。国際
観光フォーラム、商談会、展示会、セミナーなど充実のライン
ナップです。業界の皆様の多くのご参加をお待ちしています。
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　法務の窓口　第24回　予約・契約の成立前なら旅行代金は〝変えられる〟・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
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＜委員会報告＞
100人超の規模で合同インターンシップ
旅行会社・関連企業36社と18大学が参加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

 「ツーリズムEXPOジャパン2014」  直前情報
“世界最大級の旅の祭典”が今始まる
150以上の国・地位と国内47都道府県が一堂に
“JAPAN NIGHT”で1500人をおもてなし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1～2
ツーリズムEXPOジャパン2014～トップ・メッセージ～
ツーリズムの将来ビジョンを描く礎に
田川博己 日本旅行業協会（JATA）会長・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
「旅の力」に大いなる期待
タレブ・リファイ 国連世界観光機関（UNWTO）事務局長・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
・多彩な業界向けセミナーで最新情報を提供
　DMOの可能性からICT・SNSや自然環境の活用まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5～6
・業界人必見！国際観光フォーラム〈9月26日（金）〉
　海外・国内・訪日市場の活性化を熱く議論します・・・・7
海外渡航自由化50年特別企画
「海外旅行の歩みとこれから」
第9回　世界に示したプレゼンス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8



「ツーリズムEXPOジャパン2014」直前情報

　ツーリズムEXPOジャパンでは9月26日（金）、旅行業界関係者を対象に様々なテーマで最新情報を紹介する多彩な
業界向けセミナーが実施されます。
　今年は、世界的に注目を集めているDMO（Destination Marketing/Management Organization）について、その
日本での可能性を探るセミナーをはじめ、ICTやSNSを活用した観光マーケティングに基づくデスティネーション開発や
商品造成、顧客アプローチなどの解決策を提言するセミナー、バリアフリー旅行や自然環境を活用した旅行商品をテー
マとするセミナーなど、今後の業務に役立つ情報を多角的に発信します。
　展示会場での情報収集と併せて、各種セミナーに奮ってご参加ください。

●日時：9月26日（金）11：00～18：30
●会場：ツーリズムEXPOジャパン会場（東京ビッグサイト東
展示棟・東1-5ホール）

●参加対象者：ツーリズム産業関係者
●入場料：無料
●参加申し込み：下記URLから事前登録が可能
　http://t-expo.jp/biz/exhibit/

多彩な業界向けセミナーで最新情報を提供
DMOの可能性からICT・SNSや自然環境の活用まで

　JATAは「ツーリズムEXPOジャパン2014」業界日の9月26日（金）、JATAヨーロッパ観光促進協議会（Team 
EUROPE）に参画している観光局、ツアーオペレーター、航空会社、鉄道会社、クルーズ会社による旅行会社の皆
様を対象とした特別セミナーを、下記要領で開催します。

各サプライヤーが最新の企画情報を説明
Team EUROPE特別セミナーinツーリズムEXPOジャパン

グループ

第１グループ
中欧･バルカン
半島諸国

第2グループ
西欧諸国

第3グループ
西・南欧諸国

第4グループ
欧州鉄道会社
クルーズ会社

時　間 観光局（国） テーマ

【開催概要】【開催概要】

1. 日時：2014年9月26日（金）11：30～17：10
　※欧州3地域と欧州鉄道・クルーズの4グループで開催
2. 場所：ツーリズムEXPOジャパン展示会場東5ホール
　“EUROPE SQUARE”
　※申込者には詳しい会場の見取り図を2日前に送付します
3. スケジュール＆テーマ
　※下表参照
4. 定員：各グループ40人
5. 申し込み：上記4つのグループから、グループ単位で申し込み
（URL＝https ://qooker.jp/Q/auto/ja/20140805/teameurope/）
　※申し込み締め切りは9月19日（金）です
　※複数グループの申し込みも受け付けます

　※グループ単位のセミナー開催中の途中退席はご遠慮ください
　※各グループとも定員になり次第、締め切ります
　※当日のNO SHOWはご遠慮ください
6. その他：クロアチア、スロヴェニア、トルコ、ドイツ、オランダ、
ベルギーフランダース、ベルギーワロン・ブリュッセルの観光
局とレイルヨーロッパは、EUROPE SQUARE内に相談カウ
ンターを設置する予定です
　※待機時間帯がセミナー前後に限られる観光局もありますの
で、予めご了承ください
7. 問い合わせ先：日本旅行業協会 海外旅行推進部・Team 
EUROPE事務局（担当＝山口、新居／Eメール＝t_yamag 
uchi@jata-net.or.jp 、nii@jata-net.or.jp／TEL＝03-3592-1274）

Ｔｅａｍ ＥＵＲＯＰＥ・ツーリズムＥＸＰＯジャパン業界日セミナースケジュール
チェコ政府観光局
ハンガリー政府観光局
スロヴェニア政府観光局
クロアチア政府観光局

トルコ共和国大使館 文化広報参事官室
スイス政府観光局

KUONI　GROUP ＴＲＡＶＥＬ　EXPERTS
スイスインターナショナルエアラインズ

ドイツ観光局
Ｇ２　Travel　Japan
オランダ政府観光局
ＫＬＭオランダ航空

ベルギーフランダース政府観光局
ベルギー観光局ワロン･ブリュッセル

フランス観光開発機構
エールフランス航空
スペイン政府観光局
レイルヨーロッパ

ＩＣＭ

チェコの音楽祭、 絶景、食＆ビール街ピルゼン（２０１５　ＥＵの文化都市）
体をいやす温泉とグルメな旅 エゲルとペーチ

スロヴェニア式なスローライフ
ハートフル　クロアチア “グルメのミニ・ヨーロッパ”

チグリス・ユーフラテス河の恵みの大地「北メソポタミア地方」～超絶景、モザイク、美食～
スイスイ・スイス　（気がる、手がる、身がるなスイス旅行）

現地観光局認定　スイススペシャリストがご案内する現地発着ツアー
日本‐スイスを結ぶ唯一の直行便　SWISSについて

「ドイツ再統一２５周年」と首都ベルリンにスポットを当てます

秋冬のオランダ・ベルギーフランダース
ＫＬＭの新しいビジネスクラスでオランダへ
秋冬のオランダ・ベルギーフランダース

“人、グルメ、文化、自然”　魅力満載のベルギー
フランスの最も美しい村々について

羽田の国際化の時代、ＡＦの新しいビジネスクラスに乗ってフランスへ
緑と海に囲まれた観光資源の宝庫、北のガリシアの新たな魅力紹介

ヨーロッパ鉄道～日本との違い～
ヨーロッパの河を航く、話題のリバー・クルーズの魅力

11：30～13：10

13：30～14：10

14：30～16：10

16：30～17：10



ツーリズムＥＸＰＯジャパンはビジネスチャンスの宝庫
皆様の積極的な参加をお待ちしています
※ここに掲載したもの以外にも各種、多彩なセミナーが開催されます。セミナーの詳細はツーリズムEXPOジャパン公式サイトでご確認ください。

観光を元気にする
「コミュニケーションデザイン」
17：00～18：30　セミナールーム2
左合ひとみデザイン室代表＝左合ひとみ氏
　人 を々旅に誘うために大切なことは何でしょうか。観光ポスターコンクールの優秀作品の解説
も含め、観光を元気にするコミュニケーションデザインについてお話しします。

地域自らが来訪者を集める、新しい観光まちづくり
～集客の核として機能する日本版DMOとは～
11：30～13：00　ステージA
基調講演：DMO推進機構代表理事・NPOグローバルキャンパス理事長＝大社充氏
近畿大学経営学部教授＝高橋一夫氏
DMO推進機構常務理事・イデアパートナーズ株式会社代表取締役＝井手修身氏
事業構想大学院大学教授＝中嶋聞多氏
　観光を中心とした地域づくりは、観光マネジメントやマーケティング機能をど
のように強化していくかが喫緊の課題となっています。世界的な先進地域で
主流の考え方となっているDMO（Destination Marketing/Management 
Organization）について、日本での可能性を探ります。

新しい旅行ビジネスモデルを考える！
～JATA会員会社、若年社員によるプレゼンテーション～
13：30～15：30　セミナールーム7
ファシリテーター：一般社団法人デザイン思考研究所代表理事兼所長＝柏野尊徳氏
　20～30代を中心に、立場や専門性が全く違うJATA会員会社社員がチー
ムとなって、2014年5月から重ねてきたワークショップでの議論を通じて考えた
ビジネスモデルを発表します。

ビッグデータ時代のツーリズムマーケティング
～「新しい旅」のプロデュースを考える～
16：30～17：45　ステージA
株式会社TQ／株式会社BUZZPORT代表取締役＝江藤誠晃氏（トラベル・プロデューサー）
　2000万人を目指すアウトバウンド市場の活性化に向けて注目されるICTを
活用した観光マーケティングに基づき、デスティネーション開発や商品造成か
らSNSを活用した顧客アプローチまで課題の解決策を提言します。

地方都市へ外国人観光客を呼び込む
～WEBやアプリを活用した地域の魅力と安心・安全のPR～
13：00～14：30　セミナールーム2
立教大学経済学部講師・㈱TOKYOSTAY代表取締役＝鈴木庸介氏
　2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて、東京に集まる国内外から
のお客さまを周辺地方観光にもご案内したい。また、直下型地震等にも備え、
日本では、いつでもどこでも安心・安全に観光ができることをPRしたい。

「障害者差別解消法」とは
～旅行会社のバリアフリー対応を考えよう～
14：00～15：30　セミナールーム1
JATAバリアフリー旅行部会長＝田中穂積氏 
　「障害者差別解消法」が平成28年4月1日に施行されます。旅行業者として
何ができるのかをテーマに、実際の旅行業者の対応について、お話しいただ
きます。

ショッピングツーリズムが拓く新たなインバウンド市場
～免税制度改正をさらなるステップに～
15：00～16：30　セミナールーム2
ジャパンショッピングツーリズム協会専務理事・事務局長＝新津研一氏
　近年、急激に注目されているショッピングツーリズム。これまで観光業と距離
感のあった商店街・大型小売店が新たな観光コンテンツに成長しつつありま
す。その本質を理解することで、新しいインバウンド観光振興のきっかけにつ
なげたい。

魅力的なタイ・MICEシティー
11：30～13：30　セミナールーム4
タイ国政府コンベンション＆エキシビション・ビューロー本部　国内担当シニアマネージャー
　パタヤ市長がMICEの魅力をアピールするほか、バンコク市からの参加も
予定されています。当日は、タイ料理のランチをお楽しみいただくとともに、ラッ
キードローも企画されています。

ASEANからの訪日客とムスリムの受け入れ
～今後の大きな市場の基本を学びましょう～
13：00～14：30　セミナールーム3
日本アセアンセンター観光交流部長代理＝神田瑞穂氏
　ビザ要件の緩和や中間層の拡大に伴い、ムスリム人口の多いASEAN各
国からの訪日客が急増しています。長年にわたるASEAN諸国のムスリム受
け入れなどの業務経験を基に、ASEANからの訪日客全般とムスリム受け入
れに関して分かりやすくお話しします。

環境省の挑戦～国立公園、潮風トレイル、佐渡島トキの最新
情報を知り、自然環境を活用した旅行商品を作ろう～
16：30～18：00　セミナールーム4
環境省国立公園課課長補佐＝長田啓氏
　中部山岳、瀬戸内海、阿蘇くじゅう等、8カ所の日本の宝が初の国立公園に
指定されて今年で80周年です。国立公園の現状と方向性、東北の復興のた
めに動き出した長距離歩道「みちのく潮風トレイル」など、旅行商品造成のた
めのトピックスを提供します。

神社仏閣だけでない新しい京都の魅力、再発見！
～新しい目線で「海の京都」を商品化しませんか～
11：00～12：00　セミナールーム6
京都府副知事（海の京都観光推進協議会副会長）＝岡西康博氏
　京都府北部地域「海の京都」は、舞鶴若狭自動車道の全開通に続き、来年
の春には京都縦貫自動車道が全開通し、アクセスの利便性も向上するほか、
地元食材を使った贅沢なランチなどが楽しめるダイニング列車「丹後くろまつ
号」も運行されています。

「クールジャパン」をあなたの声で紹介しませんか
～目指せ、通訳案内士！こんな素敵な仕事です～
11：00～12：30　セミナールーム7
NPO法人通訳ガイド＆コミュニケーション・スキル研究会（GICSS研究会）副理事長＝松岡明子氏
　2020年の東京オリンピック・パラリンピックまで6年をきり、ますます注目されてきた「通訳案内
士」の活躍するインバウンドの最前線、現場を体感できる90分です。

旅行業を取巻く環境変化に対応しよう
～国内旅行商品造成におけるLCCの活用方法を学ぶ～
17：00～18：00　セミナールーム6
ジェットスターグループ　日本支社長＝片岡優氏
　ジェットスターグループなどLCCと旅行会社が今後どのように協業し、また、互いに発展して
いけるのか、その可能性をお話しします。

苦情対応セミナーin
ツーリズムEXPOジャパン2014
12：30～15：30　セミナールーム6
一般社団法人 日本旅行業協会 消費者相談室
　例年実施している「旅行会社のためのクレーム対応マニュアル たびクレ」を使用した初心者
用苦情対応セミナーをツーリズムEXPOジャパン会場で実施します。



「ツーリズムEXPOジャパン2014」直前情報

　「ツーリズムEXPOジャパン2014」では、9月26日（金）に国際観光フォーラムが開催されます。多くの観
光関係者の皆様のご参加をお待ちしています。

業界人必見！ 国際観光フォーラム〈9月26日（金）〉
海外・国内・訪日市場の活性化を熱く議論します

内容 ： メガイベントを通じ、国全体の観光振興に成功したシド
ニー、ロンドンでのオリンピック・パラリンピックなどの事例をもとに
東京オリンピック・パラリンピックを日本全国の観光振興にどのよ
うに役立てるかを討議します。
モデレーター ： 本保芳明氏
　　　　　　　［首都大学東京教授、観光庁参与］
パネリスト ： タレブ・リファイ氏／クリストファー・ロドリゲス氏
［英国政府観光庁会長］／ジョン・オサリバン氏［オーストラリア
政府観光局本局局長］／松山良一氏［日本政府観光局
（JNTO）理事長］

基調シンポジウム （11：00～12：30／国際会議場）
テーマ ： オリンピック・パラリンピックを利用した観光
　　　  振興～2020年以降の日本の姿とは

基調講演者 ： 
タレブ・リファイ氏
［国連世界観光機関（UNWTO）
事務局長］

基調講演 （10：30～11：00／国際会議場）
テーマ ： 

旅の力で地域を元気にする

松山良一氏ジョン・
オサリバン氏

クリストファー・
ロドリゲス氏

本保芳明氏

タレブ・リファイ氏

アジア旅行市場分析2014～基調講演＆パネ
ルディスカッション（14：00-16：00／国際会議場）
テーマ ： 成長するアセアン市場
内容 ： 送り手として急成長するASEAN市場で最も注目を集めるマレーシ
アとタイの最新情報と日本の旅行会社のアジア戦略を討議します。
基調講演 ： マーティン・クレイグス氏［Chief Executive Officer, PATA］
モデレーター ： アイビー・チー氏［Regional Director East Asia, PATA］
パネリスト ： マーティン・クレイグス氏／ナリエ
ルト・パントン氏［GM & Owner, Nisco Travel］
／ギアン・フーン氏［Chief Executive Officer, 
Asia Experience Tours Sdn Bhd and PST 
Travel Services Sdn Bhd］／アリシア・シー氏
［Marketing Communications Director, 
Dynasty Travel International］

シンポジウム〈実施概要〉
日時 ： 2014年9月26日（金）10：30～18：00

会場 ： 東京ビッグサイト会議棟

申し込み ： ツーリズムEXPOジャパン公式ホームページ
（http://t-expo.jp/biz/program/forum.html）

参加料（税込） ： JATA・日本観光振興協会会員＝
1人1万円／非会員＝1人1万2000円

アイビー・
チー氏

マーティン・
クレイグス氏

国内旅行シンポジウム～基調講演＆パネルディ
スカッション（14：00～16：00／605・606会議室）
テーマ ： 着地型観光による国内旅行需要創造
内容 ：  観光が地域活性化にはたす役割は大きく、地域と旅行会社が一
体となった国内旅行需要創造を図るための着地型観光の推進策と人材
育成を含めた今後の地域振興の在り方について討議します。
基調講演 ： 丁野朗氏［日本観光振興協会常務理事］
モデレーター ： 加藤誠氏［日本旅行業協会
国内旅行推進委員会着地型WG、ジェイ
ティービー旅行事業本部観光戦略部長］
パネリスト ： 丁野朗氏／片山健也氏［北海
道ニセコ町長］／長﨑敏志氏［観光庁観光
地域振興部観光資源課長）／江﨑貴久氏
［海島遊民くらぶ 代表取締役］ 加藤誠氏丁野朗氏

訪日旅行シンポジウム～パネルディスカッショ
ン（16：15～18：00／605・606会議室）
テーマ ： 2000万人を目指すためのオールジャパンでの取組み
内容 ：  地域に外国人旅行者を呼び込むため、ビジットジャパン事業の中
で地方自治体や民間企業が独自に、また、連携して行い、成功した海外プ
ロモーション事例を紹介するとともに、多様化、高度化する外国人旅行者
のニーズへの対応について討議します。
モデレーター ： 小堀守氏［日本政府観光局（JNTO）統括役］
パネリスト ： 古田菜穂子氏［岐阜県顧問］／米原亮三氏
［NPO日本体験文化交流塾理事長］／中村好明氏［ジャパ
ンインバウンドソリューションズ代表取締役社長］／吉村久夫
氏［日本旅行業協会訪日旅行推進委員会・訪日旅行客2000
万人受入対応部会長、JTBグローバルマーケティング＆トラ
ベル取締役グローバルマーケティング部長） 小堀守氏

海外旅行シンポジウム～基調講演＆パネルディ
スカッション（16：15～18：00／国際会議場）
テーマ ： 2000万人を目指すための地方需要活性化の取組み～海外渡航自由化50周年～
内容 ：  日本人の海外旅行者数2000万人を達成するには地方の出国率を
上げることが必須。航空会社が考える地方空港マーケットの可能性や、自
治体の戦略をもとに地方需要の掘り起こしと活性化について討議します。
基調講演 ： 高橋はるみ氏［北海道知事］
モデレーター ： 河野淳氏［日本旅行業協会
海外旅行推進委員会チャーターWGリーダー、
KNT-CTホールディングス海外旅行部部長）
パネリスト ： 高坂幹氏［青森県観光国際戦
略局次長］／王煒氏［春秋グループ日本代表］
／本田実氏［AIRDO執行役員・営業本部長］
／江口篤氏［ツアー・ウェーブ代表取締役社長］ 河野淳氏高橋はるみ氏
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も
得
な
が
ら
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
員
が一

丸
と
な
って
、第
1
回
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
コ
ン
グ
レ

ス
の
実
現
に
漕
ぎ
着
け
た
の
で
し
た
。

　

第
1
回
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
コ
ン
グ
レ
ス
と
並
行

し
て
、本
会
議
場
と
な
っ
た
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
の
27
階
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ル
ー
ム
で

〝T
RA
V
EL T

RA
D
E SH

O
W

〞も

開
催
。パ
ンフ
レッ
ト
の
配
布
や
情
報
交
換

な
ど
も
行
わ
れ
、そ
の
後
の
大
規
模
展
示

会
の
雛
形
と
なって
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場
の

活
性
化
に
も
期
待

　

1
9
9
0
年
に
ド
イ
ツ
観
光
局
の
日

本
代
表
と
し
て
東
京
へ
赴
任
し
、
今
年

ま
で
24
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
で
勤
務

し
た
ペ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ー
メ
ン
シ
ュ
テ

ン
ゲ
ル
氏
は
、
当
時
の
J
A
T
A
コ
ン

グ
レ
ス
に
つ
い
て
、
「
日
本
の
海
外
旅

行
市
場
を
世
界
に
向
け
て
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
唯
一
の
貴
重
な
機
会

だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

1
9
7
7
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

J
A
T
A
コ
ン
グ
レ
ス
は
、
そ
の
後
、

2
年
に
1
度
の
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
て
き

て
お
り
、
ブ
ル
ー
メ
ン
シ
ュ
テ
ン
ゲ

ル
前
日
本
代
表
が
着
任
し
た
翌
年
の

1
9
9
1
年
に
開
催
さ
れ
た
第
8
回
日

本
国
際
観
光
会
議
・
ト
ラ
ベ
ル
ト
レ
ー

ド
シ
ョ
ー
に
は
、
参
加
国
・
地
域
数
は

85
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
当
時
、
日
本
の
旅
行
業
界
は
国
際

会
議
を
円
滑
に
運
営
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

確
立
し
て
い
て
、
日
本
に
世
界
中
の

人
々
が
集
ま
っ
て
国
際
的
な
会
議
を
開

き
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
話
し
合
う
こ
と

に
は
、
特
別
な
意
味
が
あ
る
と
感
じ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
1
9
9
0
年
代

の
初
め
に
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い

て
、
日
本
は
他
の
国
々
を
圧
倒
す
る
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
旅
行
者
送
り
出
し
国
で

し
た
。
韓
国
で
海
外
旅
行
が
自
由
化
さ

れ
た
の
は
、
私
が
日
本
に
着
任
す
る
2

年
前
の
こ
と
で
し
た
し
、
中
国
も
国
際

旅
行
市
場
に
お
い
て
全
く
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
示
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
」
（
ブ
ル
ー
メ
ン
シ
ュ
テ
ン
ゲ

ル
前
日
本
代
表
）

　

1
9
9
0
年
は
日
本
か
ら
の
海
外
旅

行
者
数
が
1
0
0
0
万
人
を
突
破
し
た

年
で
、
バ
ブ
ル
景
気
に
沸
い
て
い
た
日

本
は
、
海
外
旅
行
市
場
に
限
ら
ず
、
世

界
か
ら
注
目
を
集
め
る
魅
力
の
大
き
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
し
た
。

　

「
日
本
市
場
に
対
す
る
期
待
は
熱

く
、
そ
の
成
長
も
エ
ン
ド
レ
ス
で
あ
る

か
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
1
9
9
0

年
代
に
は
、
日
本
の
旅
行
業
界
も
海
外

の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
、
日
本
か
ら
の
海

外
旅
行
者
数
が
2
0
0
0
万
人
に
達
す

る
の
は
、
時
間
の
問
題
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
あ
れ
か
ら
20
年
以
上
経
っ
た

今
も
、
そ
の
2
0
0
0
万
人
と
い
う
数

字
は
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
中
国

や
韓
国
の
海
外
旅
行
市
場
が
順
調
に
拡

大
し
て
き
て
い
る
だ
け
に
、
日
本
の
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
再
活
性
化
に
向

け
て
、
第
1
回
を
迎
え
る
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
が
果
た
す
べ
き
役

割
は
極
め
て
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

（
同
）

1981 年 12 月、京王プラザホテルで開催された第 3 回
JATAコングレスでの一コマ

ドイツ観光局のブルーメンシュテンゲル前日本代表



委員会報告

１
０
０
人
超
の
規
模
で
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

旅
行
会
社
・
関
連
企
業
36
社
と
18
大
学
が
参
加

〈
受
入
企
業
〉

ア
ビ
ア
レ
ッ
プ
ス・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・ガ
ー
デ
ン
、ア
ル
パ
イ

ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
、A
N
A
セ
ー
ル
ス
、エ
ス
テ
ィ
ー
エ
ー

ト
ラ
ベ
ル
、エ
ヌ
オ
ー
イ
ー
、エ
フ
ネ
ス
、沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
、

小
田
急
ト
ラ
ベ
ル
、カ
ー
ニ
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
、近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
、近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個
人
旅
行
、グ
ア
ム
政

府
観
光
局
、K
N
T-

C
T
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、ゴ
ー

フ
ォ
ー
イ
ッ
ト
、ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
ツ
ア
ー
ズ
、J
T
B
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ズ
、J
T
B
関
東
、J
T
B
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ
ル
、J
T
B
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
、J
T
B
国
内
旅
行
企
画
、J
T
B
ワ
ー
ル
ド
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
、T
E
I
、テ
ィ
ー
・
ゲ
ー

ト
、東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
、東
日
観
光
、ト
ッ
プ
ツ

ア
ー
、ト
ラ
ベ
ル
プ
ラ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、日
本
旅

行
、農
協
観
光
、阪
急
交
通
社
、ビ
ー
エ
ス
観
光
、び
ゅ
う

ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
、ミ
キ
ツ
ー
リ
ス
ト
、郵
船
ト
ラ
ベ
ル
、ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
ツ
ア
ー
ズ

〈
参
加
大
学
〉

青
山
学
院
大
学
、亜
細
亜
大
学
、跡
見
学
園
女
子
大

学
、桜
美
林
大
学
、産
業
能
率
大
学
、首
都
大
学
東
京
、

成
城
大
学
、中
央
大
学
、筑
波
学
院
大
学
、帝
京
大
学
、

東
海
大
学
、東
京
国
際
大
学
、東
洋
大
学
、文
教
大
学
、

明
治
大
学
、明
星
大
学
、立
教
大
学
、早
稲
田
大
学

ツーリズム産業の
仕事と魅力を体験

　

J
A
T
A
は
8
月
18
日
か
ら
28
日
ま
で
の
土

日
を
除
く
9
日
間
に
わ
た
っ
て
、
旅
行
会
社
と

旅
行
関
連
企
業
と
の
合
同
に
よ
り
大
学
生
を
対

象
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し

た
。
観
光
局
や
保
険
会
社
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
、
添
乗
派
遣
会
社
な
ど
学
生
を
受
け
入
れ

た
企
業
数
は
36
社
で
、
18
大
学
か
ら
1
0
3
人

の
学
生
が
参
加
し
て
お
り
、
J
A
T
A
が
実
施

す
る
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
1
0
0
人
規

模
と
な
っ
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　
9
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
さ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
旅
行
産
業
へ
の
就
業
意
欲
を
高
め
、

現
場
を
知
る
こ
と
を
通
じ
て
求
人
側
と
求
職
側

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
止
し
、
必
要
な
人
材
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

旅
行
業
界
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
、
旅
行
会
社
各
社
が
個
別
に
受
け
入
れ
を

行
っ
て
き
て
い
る
ほ
か
、
2
0
0
8
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
観
光
庁
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
、
J
A
T
A
会
員
の

旅
行
会
社
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
て
き
て
い
ま

す
。

　
J
A
T
A
で
は
昨
年
初
め
て
、
集
合
導
入
教

育
や
業
態
・
規
模
の
異
な
る
2
社
で
職
場
体
験

が
で
き
る
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し

て
お
り
、
今
年
は
、
昨
年
の
ト
ラ
イ
ア
ル
に
続

く
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
今
年
は
、
よ
り
多
く
の
学
生
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
各
大
学
に
対
す
る
早
期
の
周
知

を
図
る
一
方
、
旅
行
業
界
を
幅
広
く
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
旅
行
会
社
以
外
の
旅
行
関
連
企

業
に
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
呼

び
か
け
、
規
模
と
内
容
の
充
実
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　
参
加
学
生
ら
は
、
8
月
18
日
と
19
日
の
両
日

に
東
京
・
霞
が
関
の
全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
で
集

合
導
入
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
後
、
20

日
〜
22
日
と
25
日
〜
27
日
の
6
日
間
に
わ
た
り

業
態
の
違
う
2
社
で
各
3
日
間
の
就
業
体
験
を

行
い
、
28
日
の
実
習
の
振
り
返
り
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
終
え
ま
し

た
。

　

18
日
の
集
合
導
入
教
育

で
は
、
観
光
庁
観
光
産
業

課
の
石
原
大
課
長
が
「
観

光
立
国
を
担
う
若
者
た
ち

へ
の
期
待
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、

J
A
T
A
の
越
智
良
典
事

務
局
長
が
「
旅
行
業
の
魅

力
と
旅
の
力
」
に
つ
い

て
、
日
本
旅
行
広
報
室
の
矢
嶋
敏
朗
室
長
が

「
旅
行
産
業
の
実
際
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
、
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
庁
の
石
原
課
長
は
、
2
0
2
0
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に

向
け
た
観
光
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
一

方
、
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
観
光
立
国

に
つ
い
て
、
⑴
国
際
観
光
の
推
進
は
わ
が
国
の

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
強
化
す
る
も
の
、
⑵
観
光
は

少
子
高
齢
化
時
代
の
経
済
活
性
化
の
切
り
札
、

⑶
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、

⑷
観
光
立
国
に
よ
り
国
民
が
誇
り
と
自
信
を
取

り
戻
す
、と
いっ
た
意
義
を
強
調
し
、観
光
立
国

の
実
現
に
向
け
て
将
来
に
わ
た
り
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
旅
行
業
界
を
目
指
す
学

生
ら
の
姿
勢
と
意
欲
に
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

「観光立国」の意義を強調し、インターンシップへの参
加学生らに期待を示した観光庁の石原課長

インターンシップの集合導入教育プログラムでは、専門家に
よるビジネスマナー研修なども実施されました



支部活動報告

不定期刊●B6判●定価648円（税込）月刊●B5判●定価1,183円（税込） 不定期刊●A4判●定価1,389円（税込）

岸
）
を
実
施
。
36
人
が
参
加
。

8
月
26
日　

関
西
か
ら
の
海
外
教
育
旅
行
・

英
語
研
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
。
在
阪
8
政
府
観
光
局
、
新
関
西
国
際

空
港
㈱
、
関
西
2
府
4
県
高
等
学
校
・
大
学
、

旅
行
会
社
の
教
育
旅
行
・
英
語
研
修
担
当
者

な
ど
が
参
加
。

8
月
25
日　
イ
ベ
ン
ト・広
報
委
員
会
を
開
催
。

7
月
1
日　
実
務
委
員
会
を
開
催
。

7
月
1
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

7
月
1
日　
総
務
委
員
会
を
開
催
。

【中部支部富山地区委員会】
岩瀬浜海岸で清掃活動
を実施

8
月
27
日　
第
2
回
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。

7
月
22
日　
東
北
運
輸
局
主
催・平
成
26
年「
海

の
日
」
海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
へ
出
席
。

7
月
24
日　
海
外
旅
行
の
需
要
拡
大
に
向
け
た

打
ち
合
わ
せ
を
、
支
部
長
他
の
役
員
と
実
施
。

7
月
29
日　
平
成
26
年
度
仙
台
空
港
国
際
化
利

用
促
進
協
議
会
定
例
総
会
に
、
支
部
長
は
じ
め

計
7
人
が
東
北
支
部
か
ら
参
加
。

7
月
22
日　
国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

7
月
24
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

8
月
22
日　
「
第
2
回
か
が
や
き
・
は
く
た
か

観
光
会
議
」
出
席
。

8
月
12
日　

国
内
（
訪
日
）・
地
域
振
興
委
員

会
を
開
催
。

8
月
13
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

8
月
19
日　
研
修
委
員
会
を
開
催
。

8
月
21
日　
幹
事
会
を
開
催
。

8
月
23
日　
愛
知
地
区
委
員
会
社
会
貢
献
活
動

（
香
嵐
渓
）
を
実
施
。
30
人
が
参
加
。

静
岡
地
区
委
員
会
社
会
貢
献
活
動
（
富
士
山
）

を
実
施
。
28
人
が
参
加
。

富
山
地
区
委
員
会
社
会
貢
献
活
動
（
岩
瀬
浜
海

7
月
7
日　
熊
本
県
地
区
委
員
会
を
開
催
。

7
月
8
日　
国
際
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

7
月
9
日　
C
I
Q
研
修
を
福
岡
空
港
国
際

線
ビ
ル
で
実
施
。
参
加
者
38
人
。

7
月
9
日　
教
育
研
修
委
員
会
を
開
催
。

7
月
23
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
を
開
催
。

7
月
29
日　
救
急
救
命
講
習
会
を
福
岡
市
消
防

本
部
で
実
施
。
参
加
者
23
人
。

8
月
1
日　
沖
縄
県
が
主
催
す
る
沖
縄
県
観
光

功
労
者
表
彰
式
が
あ
り
、
東
良
和
支
部
長
（
沖

縄
ツ
ー
リ
ス
ト
代
表
取
締
役
会
長
）
が
、
沖
縄

県
観
光
功
労
者
表
彰
を
受
賞
。

8
月
6
日　
幹
事
会
を
開
催
。

8
月
22
日　
総
務
委
員
会
・
国
内
旅
行
委
員
会

の
合
同
委
員
会
を
開
催
。

関
東
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

【関西支部】
海外教育旅行・英語研
修をテーマにワーク
ショップ＆セミナー



　
海
外
の
リ
ゾ
ー
ト
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
を

す
る
人
や
、渡
航
先
で
ラ
イ
セ
ン
ス
を

取
得
す
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

職
業
ダ
イ
バ
ー
よ
り
も
レ
ジ
ャ
ー
ダ
イ

バ
ー
の
方
が
潜
水
障
害
、潜
水
死
亡
の

発
生
頻
度
は
高
く
、重
症
患
者
も
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。潜
水
障
害
に
つ
い

て
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー・
国

際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
の
的
野
多
加
志
先

生
に
伺
い
ま
し
た
。

　
●
潜
水
障
害
と
は

　
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
は
通
常
21
％

が
酸
素
、79
％
が
窒
素
と
い
う
空
気
と
同

じ
組
成
の
ボ
ン
ベ
を
使
用
し
ま
す
が
、10

ｍ
潜
る
と
1
気
圧
増
加
す
る
の
で
、30ｍ
の

潜
水
で
大
気
の
4
倍
の
気
圧
が
体
に
か
か

り
ま
す
。潜
水
、浮
上
に
よ
る
圧
力
の
変

化
で
起
き
る
病
気
を
、概
し
て
潜
水
障
害

と
言
い
ま
す
。

〈
圧
外
傷
〉

　

体
の
成
分
の
80
％
は
水
分
か
骨
で
す

が
、空
気
を
多
く
含
む
肺
、中
耳
、耳
管
、

副
鼻
腔
、腸
は
圧
変
化
に
よ
る
影
響
を
受

け
や
す
い
場
所
で
す
。体
内
の
空
気
が
圧

迫・膨
張
す
る
た
め
で
、肺
や
鼓
膜
に
穴
が

空
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
表
1
参
照
）

〈
動
脈
ガ
ス
塞
栓
症
〉

　
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
伴
う
死
因
の
1
位
は
溺

水
で
す
が
、2
位
は
動
脈
ガ
ス
塞
栓
症
で

す
。急
浮
上
や
息
こ
ら
え
状
態
で
浮
上
す

る
と
動
脈
内
に
空
気
が
入
り
込
ん
で
動

脈
血
管
が
詰
ま
り
、全
身
に
塞
栓
症
状

を
き
た
し
ま
す
。脳

塞
や
心
筋

塞

な
ど
の
症
状
も
起
き
ま
す
。

〈
減
圧
症
〉

　

潜
水
中
の
圧
で
血
中
や
脂
肪
組
織
に

は
窒
素
が
溶
け
込
み
ま
す
。浮
上
と
と
も

に
気
圧
が
減
少
す
る
と
、そ
の
窒
素
が
気

化
す
る
こ
と
で
様
々
な
症
状
が
現
れ
ま

す
。関
節
痛
、筋
肉
痛
と
い
う
軽
症
か
ら

麻
痺
、視
覚
障
害
、意
識
障
害
、昏
睡
ま

で
引
き
起
こ
し
ま
す
。減
圧
症
発
症
者
の

60
％
が
潜
水
30
分
以
内
、95
％
が
24
時
間

以
内
に
発
症
し
て
い
る
た
め
、陸
に
上
が
っ

た
後
、や
や
遅
れ
て
出
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
窒
素
ナ
ル
コ
ー
シ
ス
〉

　

30ｍ
以
上
の
潜
水
で
発
症
す
る
通
称
、

窒
素
酔
い
。加
圧
下
の
窒
素
に
は
麻
酔
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。症
状
は

浮
上
す
れ
ば
消
失
し
ま
す
。

●
治
療
は
高
気
圧
酸
素

　

　

動
脈
ガ
ス
塞
栓
症
や
減
圧
症

の
唯
一の
治
療
が
1
0
0
％
の

酸
素
を
圧
力
の
高
い
部
屋
で
吸

う
高
気
圧
酸
素
治
療
で
す
。4

〜
5
時
間
の
遅
れ
で
効
果
が
低

下
す
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
た

め
、で
き
る
だ
け
早
く
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

●
リ
ス
ク
要
因
を
知
っ
て

お
く
　

　

観
光
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
で
行
わ

れ
て
い
る
短
期
の
ラ
イ
セ
ン
ス
認

定
コ
ー
ス
の
み
で
は
訓
練
不
十

分
な
こ
と
が
多
い
で
す
。し
か

し
、そ
の
認
知
は
浅
く
実
力
の

過
信
や
知
識
不
足
が
潜
水
障

害
の
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。ダ

イ
ビ
ン
グ
の
長
期
ブ
ラ
ン
ク
も
リ
ス
ク
を
伴

い
ま
す
。

　

ま
た
、せ
っ
か
く
の
旅
行
だ
か
ら
と
体

調
不
良
や
寒
冷
下
で
も
無
理
に
行
う
、

潜
水
時
間
超
過
、は
め
を
外
し
て
飲
酒
す

る
、高
齢
や
持
病
の
リ
ス
ク
を
伏
せ
て
ダ

イ
ビ
ン
グ
を
行
う
。こ
の
よ
う
な
行
為
は

全
て
危
険
で
す
。潜
水
障
害
の
約
90
％
が

20
〜
30
歳
代
、潜
水
死
亡
の
約
半
数
が
40

歳
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、潜
水
後
の
航
空
機
搭
乗
は
減

圧
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。最
終
ダ

イ
ビ
ン
グ
か
ら
18
〜
24
時
間
以
上
空
け
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。最
低
で
も

12
時
間
、頻
回
の
潜
水
、減
圧
停
止
が
必

要
な
潜
水
後
は
48
時
間
空
け
ま
し
ょ
う
。

（
表
2
参
照
）

表 1.  圧外傷による症状や病気

表 2.  ダイビングの禁忌
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連載
マーケット・データ み読深

夏
の
旅
行
動
向
と
今
後
の
展
望

黒
須
宏
志

旅
行
市
場
動
向
の
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
講
演
・
寄
稿

な
ど
で
活
躍
中
。
㈱
J
T
B
総
研  

主
席
研
究
員
。

1
9
6
4
年
生
ま
れ
。

　
夏
の
旅
客
動
向
が
不
振
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
の
数
年
、旅
行
需
要
全
体
の
伸
び
が
続
い

て
き
ま
し
た
が
、こ
の
先
の
展
望
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。今
回
の「
深
読
み
」で
は
幾
つ
か
の

仮
説
を
立
て
な
が
ら
こ
の
点
を
議
論
し
ま
す
。

8
月
半
ば
に
発
表
さ
れ
た
今
年
4
〜
6
月
期

の
実
質
G
D
P（
速
報
）は
年
率
6・8
％
と
4
月

の
消
費
増
税
を
受
け
て
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

増
税
の
影
響
は一過
性
と
予
想
さ
れ
て
き
た
が
、

ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
売
上
で
は
地
方
の
個
人
消
費

への
影
響
が
大
き
く
出
て
い
る
よ
う
だ
。お
盆
前

後
の
旅
客
動
向
も
不
振
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。西

日
本
を
中
心
に
大
雨
が
相
次
い
だ
不
順
な
天
候

も
影
響
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、今
後
、秋
以
降
の

旅
行
動
向
、及
び
個
人
消
費
の
推
移
に
は
注
意
を

払って
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

こ
の
状
況
の
中
で
カ
ギ
を
握
る
フ
ァ
ク
タ
ー
の

ひ
と
つ
が
給
与
所
得
の
動
向
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。求
人
倍
率
の
上
昇
、企
業
業
績
の

好
転
に
よ
る一時
金
の
積
み
増
し
、さ
ら
に
は
こ
の

春
のベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
効
果
な
ど
に
よって
名
目
賃

金
は
上
昇
し
て
い
る
。し
か
し
13
年
半
ば
以
降
の

物
価
上
昇
や
こ
の
春
の
消
費
増
税
に
よ
り
実
質

賃
金
は
前
年
割
れ
が
続
い
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

賃
金
の
平
均
値
が
下
がった
の
は
働
き
口
が
増
え

て
新
規
就
業
者
が
増
え
た
こ
と
も一因
の
よ
う
だ

が
、支
払
給
与
の
総
額
に
相
当
す
る
G
D
P
の
実

質
雇
用
者
報
酬
は
増
え
て
い
な
い（
図
表
1
）。

長
ら
く
漸
減
傾
向
に
あ
っ
た
旅
行
市
場
が

2
0
1
1
年
以
降
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
背
景
の
ひ
と

つ
に
こ
の
雇
用
者
報
酬
の
反
転
が
あった
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。名
目
ベ
ー
ス
の
雇
用
者
報

酬
は
14
年
に
入
って
も
プ
ラ
ス
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、10
年
あ
ま
り
続
い
た
デ
フ
レ
に
馴
ら
さ
れ

た
消
費
者
が
、実
質
給
与
水
準
の
漸
減
の
中
で
旅

行
コス
ト
の
上
昇
に
直
面
し
た
時
ど
う
反
応
す
る

か
、慎
重
に
見
守って
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
観
点
か
ら
将
来
を
展
望
す
る
上
で
手
が

か
り
と
な
る
資
料
が
図
表
2
で
あ
る
。こ
れ
は
観

光
庁
の
統
計
を
も
と
に
2
0
1
1
年
以
降
の
宿

泊
を
伴
う
観
光
目
的
の
旅
行
単
価
の
推
移
を
年

代
別
に
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、60
代
以
上
の
シ
ニ

ア
と
20
代
の
若
年
層
で
は
単
価
上
昇
の
傾
向
が

み
ら
れ
る
も
の
の
、30
代
か
ら
50
代
ま
で
の
勤
労

者
、子
育
て
年
代
層
で
は
単
価
の
下
落
が
続
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。シ
ニ
ア
層
は
生
活
の
中
で

旅
行
を
ひ
と
き
わ
重
視
し
て
お
り
、若
年
層
で
は

旅
行
に
時
間
と
お
金
を
か
け
る
意
義
を
再
発
見

し
た
こ
と
で
旅
行
回
帰
が
進
ん
で
い
る
。シ
ニ
ア

と
若
年
層
で
単
価
上
昇
傾
向
が
起
き
て
い
る
に

は
そ
れ
な
り
の
要
因
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な

い
か
。一方
、30
代
〜
50
代
の
年
代
層
で
は
旅
行
意

欲
の
高
ま
り
に
雇
用
者
報
酬
の
漸
増
と
いった
要

素
も
加
わ
って
旅
行
需
要
の
拡
大
が
起
き
た
と

み
ら
れ
る
が
、こ
の
層
は
デ
フ
レ
期
に
培
っ
た「
割

安
感
」「
お
得
感
」の
あ
る
消
費
に
敏
感
で
あ
る

た
め
、全
体
と
し
て
の
単
価
上
昇
が
起
き
に
く
い

と
推
測
さ
れ
る
。こ
の
数
年
の
旅
行
需
要
の
拡
大

が
こ
の
よ
う
な
構
造
性
を
持
って
い
た
と
仮
定
す

る
と
、30
代
〜
50
代
の
年
代
層
は
旅
行
コ
ス
ト
の

上
昇
に
影
響
さ
れ
や
す
く
、そ
の
影
響
は
繁
忙
期

な
ど
旅
費
の
高
い
時
期
ほ
ど
大
き
く
な
る
と
推

定
さ
れ
る
。こ
の
夏
の
旅
客
動
向
は
部
分
的
な
が

ら
こ
の
仮
説
に
適
合
し
て
お
り
、留
意
が
必
要
だ

ろ
う
。

こ
う
し
た
足
元
の
不
安
要
素
が
存
在
す
る一方

で
、余
暇・旅
行
全
般
に
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
の

も
事
実
だ
。 （
公
財
）日
本
生
産
性
本
部
の「
レ

ジ
ャ
ー
白
書
2
0
1
3
」で
は「
こ
の
数
年
に
再

開
し
た
余
暇
活
動
」の
中
で
旅
行
が
極
め
て
大
き

な
ボ
リ
ュー
ム
を
占
め
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し

た
。個
人
消
費
支
出
の
奪
い
合
い
の
中
で「
余
暇・

レ
ジ
ャ
ー
」部
門
に
お
け
る
バ
ブ
ル
期
以
降
の
失

地
回
復
が
徐
々
に
進
ん
で
お
り
、旅
行
は
そ
れ
ら

を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。こ
こ
暫
く
旅
行
を
見
送
っ

て
き
た
人
々
に
と
って
は
国
内
旅
行
で
あ
って
も

目
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
目
白
押
し
で
あ
る
は
ず

だ
。こ
う
し
た
こ
と
が
、国
内
旅
行
を
中
心
と
し

た
旅
行
需
要
の
押
上
げ
に一役
買
って
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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苦
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ぶ
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今
回
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テ
ー
マ
：
旅
行
当
日
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取
り
消
し
と
旅
行
代
金
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精
算
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今
回
は
、
募
集
型
企
画
旅
行
に
お
い
て
、
旅
行
出
発
直
前
に

家
族
の
一
人
が
体
調
不
良
で
旅
行
を
取
り
や
め
、
残
り
の
方
が

旅
行
を
継
続
し
た
際
の
旅
行
代
金
の
精
算
の
際
に
生
じ
た
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
検
証
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
し
出
内
容
は
こ
う
で
す

　

台
湾
に
2
泊
3
日
で
一
人
２
８
、２
０
０
円
の
ツ
ア
ー
に
家

族
4
人
で
申
し
込
ん
だ
が
、
前
夜
か
ら
急
に
大
学
生
の
息
子
が

体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
。
一
人
で
休
ん
で
い
れ
ば
大
丈
夫
の

よ
う
だ
が
、
旅
行
を
す
る
に
は
心
配
だ
っ
た
の
で
、
出
発
当
日

に
空
港
で
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
に
息
子
一
人
だ
け
取
り
消
す
こ

と
を
空
港
に
い
た
旅
行
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
た
。
そ
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
出
発
当
日
の
取
り
消
し
に
つ
い
て
は
、
取
消
料
が

旅
行
代
金
の
50
％
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
が
、
出
発
も
差
し
迫
っ

て
い
た
た
め
、
細
か
い
精
算
等
に
つ
い
て
は
、
帰
国
後
担
当
者

か
ら
改
め
て
説
明
を
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
出
発
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
帰
国
後
に
担
当
者
か
ら
は
、
息
子
の
取
消
料

は
50
％
（
１
４
、１
０
０
円
）
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
1
人
部

屋
追
加
代
金
１
４
、０
０
０
円
が
発
生
す
る
の
で
、
返
金
額
は

1
0
0
円
と
な
る
と
言
わ
れ
た
。
事
前
に
旅
行
を
取
り
消
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
返
金
が
な
い
と
言
う
こ
と
に
納
得

が
い
か
な
い
。
旅
行
会
社
は
1
人
部
屋
追
加
代
金
に
つ
い
て

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
て
あ
る
と
の
説
明
で
あ
り
、
確

か
に
記
載
は
し
て
あ
る
が
、
申
し
込
み
時
に
は
そ
の
よ
う
な
説

明
を
受
け
て
い
な
い
。
説
明
を
受
け
て
い
な
い
追
加
代
金
を
支

払
う
つ
も
り
は
な
い
の
で
、
取
消
料
だ
け
を
差
し
引
い
て
返
金

し
て
欲
し
い
。

解
決
に
向
け
て
の
指
針

　
標
準
旅
行
業
約
款
に
は
「
運
送
・
宿
泊
機
関
等
の
利
用
人
員

に
よ
り
旅
行
代
金
が
異
な
る
旨
を
契
約
書
面
に
記
載
し
た
場
合

に
お
い
て
、
旅
行
契
約
成
立
後
に
利
用
人
員
が
変
更
に
な
っ
た

と
き
は
、
旅
行
代
金
の
額
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
」
（
第
14

条
第
5
項
・
一
部
略
）
と
規
定
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
予
め

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
1
人
部
屋
追
加
代
金
の
記
載
が
あ
れ
ば
、

そ
の
追
加
代
金
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
旅
行
者
は

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
事
前
に
説
明
が
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
参
加
者
の
一
人
が
出
発
当
日
突
然
に
不
参

加
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
旅
行
条
件
を
説
明
す
る
こ
と
は
事

実
上
不
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
旅
行
契
約
に
お
け
る
あ
ら
ゆ

る
条
件
を
記
載
し
た
取
引
条
件
説
明
書
面
（
い
わ
ゆ
る
旅
行
条

件
書
）
を
交
付
す
る
こ
と
が
旅
行
会
社
に
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
旅
行
者
に
も
契
約
内
容
に
つ
い
て
理
解
す
る
努
力
を
求
め

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
旅
行
条
件
書
も
た
だ
単
に
渡
す
だ
け

で
は
、
な
か
な
か
旅
行
者
に
は
読
ん
で
も
ら
え
な
い
よ
う
で

す
。
旅
行
者
も
旅
行
条
件
書
を
読
ん
で
、
内
容
を
理
解
す
る
義

務
が
あ
る
の
で
す
が
、
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
な
い
よ
う
、

最
低
限
、
一
番
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
取
消
料
の
規
定
程
度
は
説
明

し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
必
ず
ご
一
読
く
だ
さ
い
と
、
ひ
と

こ
と
添
え
て
案
内
し
た
ほ
う
が
双
方
の
た
め
に
な
る
で
し
ょ

う
。

●
補
足

　
旅
行
者
は
事
前
に
旅
行
を
取
り
消
し
、
そ
の
取
消
料
が
旅
行

代
金
の
50
％
と
な
っ
て
お
れ
ば
、
当
然
、
返
金
が
あ
る
も
の
と

思
い
込
む
で
し
ょ
う
。
今
回
の
事
案
は
、
事
前
に
渡
さ
れ
て
い

た
旅
行
条
件
書
を
よ
く
読
め
ば
、
ご
理
解
は
い
た
だ
け
る
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
出
発
当
日
の
取
り
消
し
で
は
、
旅
行
会
社
ス

タ
ッ
フ
が
空
港
に
い
た
と
し
て
も
、
他
の
旅
行
者
の
方
の
受
け

付
け
や
、
取
り
消
し
と
な
っ
た
航
空
券
の
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
す

べ
き
業
務
が
あ
り
、
取
り
消
し
に
な
っ
た
旅
行
者
に
対
し
て
、

十
分
に
条
件
を
説
明
す
る
時
間
が
な
い
の
が
実
情
で
し
ょ
う
。

予
め
旅
行
条
件
書
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
と
し
て
も
、
個
別
に

該
当
項
目
に
印
を
付
け
た
旅
行
条
件
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

渡
し
、
渡
航
先
で
ご
確
認
い
た
だ
く
こ
と
も
一
案
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
旅
行
会
社
に
よ
っ
て
は
、
e
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
事
前

に
送
付
す
る
こ
と
で
、
空
港
で
の
受
付
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
空
港
に
旅
行
会
社
ス
タ
ッ
フ
は
い
な
い
た
め
、
旅
行
者
が

出
発
当
日
の
取
り
消
し
を
申
し
出
る
場
合
、
出
発
時
刻
が
営
業

時
間
前
で
あ
れ
ば
、
営
業
開
始
後
つ
ま
り
、
旅
行
開
始
後
に
お

け
る
解
除
と
な
り
、
取
消
料
が
1
0
0
％
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
予
め
出
発
当
日
の
取
り
消
し
の
申
し
出
方
法

に
つ
い
て
書
面
等
に
記
載
す
る
な
ど
し
て
説
明
し
、
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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第
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予
約
・
契
約
の
成
立
前
な
ら

 

旅
行
代
金
は〝
変
え
ら
れ
る
〞

法務の窓口
　「
企
画
旅
行
の
募
集
を
し
た
ら
好
評
だ
っ
た
の
で
追
加
設
定

を
し
た
い
。
と
こ
ろ
が
追
加
設
定
分
の
仕
入
れ
コ
ス
ト
が
高
く

な
る
の
で
追
加
設
定
分
の
旅
行
代
金
を
引
き
上
げ
た
い
」

　
今
日
は
こ
の
質
問
を
例
に
、
旅
行
代
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

旅
行
業
約
款
の
規
定
は
契
約
関
係
に
入
っ

た
お
客
様
と
旅
行
業
者
を
拘
束
し
ま
す

　
標
準
旅
行
業
約
款
（
募
集
型
企
画
旅
行
の
部
）
に
は
、「
…
…

利
用
す
る
運
送
機
関
に
つい
て
適
用
を
受
け
る
運
賃
・
料
金
（
括

弧
内
省
略
）
が
、著
し
い
経
済
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
、（
…
略
…
）

通
常
予
想
さ
れ
る
程
度
を
大
幅
に
超
え
て
増
額
又
は
減
額
さ
れ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
社
は
、
そ
の
増
額
又
は
減
額
さ
れ
る
金

額
の
範
囲
内
で
旅
行
代
金
を
増
加
し
、
又
は
減
少
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「一度
パ
ブ

リ
ッ
シュし
た
旅
行
代
金
は
、『
著
し
い
経
済
情
勢
の
…
…
』
に
相

当
す
る
事
由
で
な
け
れ
ば
変
更
で
き
な
い
」
と
考
え
て
い
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、「
旅
行
代
金
を
値
上
げ

し
た
場
合
は
、値
上
げ
前
の
旅
行
と
値
上
げ
後
の
旅
行
と
で
は〝
別

の
ツ
ア
ー
〞
と
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
」、
そ
の

た
め
の
方
法
論
と
し
て
、「
別
の
バ
ス
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
」、「
ツ
ア
ー
コ
ー
ド
を
変
え
れ
ば
よ
い
の
か
」
な
ど
の
質
問

を
受
け
ま
す
。
こ
れ
ら
の
心
配
は
、
契
約
論
に
限
って
言
え
ば
必

要
の
な
い
こ
と
で
す
。

　
旅
行
業
約
款
の
規
定
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
予
約
や

旅
行
契
約
が
成
立
し
た
後
の
旅
行
者
と
旅
行
業
者
と
の
間
の
約

束
事
で
す
の
で
、
先
の
『
著
し
い
経
済
情
勢
の
…
…
』
と
い
う

規
定
は
、
す
で
に
旅
行
契
約
を
締
結
し
た
り
、
旅
行
契
約
の
予

約
を
し
た
お
客
様
に
対
し
て
は
、
そ
う
し
た
事
由
が
な
け
れ
ば

旅
行
代
金
を
増
額
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
反
対

に
、
一
度
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
旅
行
代
金
を
公
表
し

た
旅
行
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
か
ら
申
し
込
も
う
と
す
る
（
＝
予

約
も
契
約
も
成
立
し
て
い
な
い
）
お
客
様
に
対
し
て
は
、
例
え

ば
、
一
般
の
物
品
販
売
と
同
じ
く
「
も
っ
と
高
く
て
も
売
れ
そ

う
だ
」
と
い
う
よ
う
な
理
由
で
あ
っ
て
も
旅
行
代
金
を
変
更
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

値
上
げ
前
の
旅
行
代
金
を
表
示
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
早
急
に
店
頭
か
ら
撤
去

　

し
か
し
、
旅
行
契
約
で
は
、
旅
行
業
法
の
規
定
に
よ
り
、
広

告
に
旅
行
代
金
を
表
示
し
た
り
、
申
し
込
み
を
受
け
る
と
き
は

旅
行
代
金
を
記
載
し
た
取
引
条
件
説
明
書
面
（
実
務
上
は
パンフ

レッ
ト・ご
旅
行
条
件
書
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

一度
店
頭
に
置
い
た
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レッ
ト
の
旅
行
代
金
を
〝
値

上
げ
〞
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
チ
ラ
シ
の
旅
行
代
金
に
値
上

げ
後
の
代
金
を
上
書
き
印
刷
し
た
り
、
新
し
い
旅
行
代
金
表
を

パ
ン
フ
レッ
ト
に
差
し
込
む
な
ど
し
て
、「
新
し
い
旅
行
代
金
と
そ

の
適
用
開
始
時
期
」
を
周
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

旧
代
金
を
表
示
・
記
載
し
た
チ
ラ
シ
や
パ
ンフ
レッ
ト
な
ど
が
、
店

頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
ウェブ
サ
イ
ト
で
広
告
し
て
い
る
場
合
は
直
ち
に
旅
行
代
金

を
新
し
い
も
の
に
書
き
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
古
い
旅
行
代

金
の
ま
ま
の
チ
ラ
シ
が
店
頭
に
置
い
て
あった
り
、
ウェブ
サ
イ
ト
で

古
い
旅
行
代
金
が
表
示
さ
れ
た
ま
ま
に
な
って
い
れ
ば
、
結
果
的

に
そ
れ
ら
が
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
で
禁
止
さ
れ
た

「
お
と
り
広
告
」
と
なって
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
準
備
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
値
上
げ
前
に

入
手
し
た
〝
旧
代
金
〞
が
印
刷
さ
れ
た
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
み
て
申
し
込
も
う
と
す
る
お
客
様
に
は
、
旅
行
代
金
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
し
た
う
え
で
、
新
し
い
旅
行
代
金
に
よ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
き
ち
ん
と
交
付
し
て
申
し
込
み
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
で
も
、「
同
じ
旅
行
で
参
加
者
に

よ
っ
て
代
金
が
違
う
の
は
お
か
し
い
。
値
上
げ
前
の
旅
行
代
金

で
旅
行
さ
せ
ろ
」
と
い
う
感
覚
的
な
ク
レ
ー
ム
が
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
お
客
様
に
対
し
て
は

旅
行
契
約
締
結
前
に
丁
寧
に
旅
行
代
金
の
値
上
げ
が
不
当
な
も

の
で
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

値
上
げ
す
る
か
ど
う
か
は
負
担
と
利
益

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

　

以
上
の
よ
う
に
、
旅
行
に
つい
て
は
旅
行
業
法
に
基
づ
く
規
制

が
あ
り
ま
す
の
で
、一般
の
商
店
が
値
札
を
付
け
替
え
る
よ
う
に

簡
単
に
は
値
上
げ
が
で
き
ま
せ
ん
。
結
局
は
、
パンフ
レッ
ト
な
ど

への
新
旅
行
代
金
表
の
差
し
込
み
な
ど
に
か
か
る
費
用
、
新
価
格

に
よ
る
販
売
が
販
売
部
門
に
徹
底
で
き
る
の
か
ど
う
か
な
ど
、
値

上
げ
の
た
め
の
負
担
と
値
上
げ
に
よ
る
利
益
の
バ
ラ
ンス
を
考
え
て

結
論
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　
（
平
石
）



要人往来
要人の方々の関心も、「ツーリズムEXPOジャ
パン」に集中。帰国されてからもアウト・インとも
に元気な日本市場を大いに宣伝してもらえれば
と思います。

マスード・ビン・モメン駐日バングラデシュ大
使（左）

ノール・アズラン マレーシア政府観光局日
本支局長（左）と田川博己会長

ゴンガ・ジャルガルサイハン MIATモンゴル航空社長（中央左）

左より、ベティ・グレイス・アケチ・オクロ駐日ウガンダ共和国大使、ベンソン H.O. オグトゥ駐日
ケニア共和国大使、チャールズ・ムリガンデ駐日ルワンダ共和国大使

ドゥルディムラドフ・ケリム トルクメニスタン
国家観光委員会委員長（左）と田川博己会長

リアン・コディントン クイーンズランド州政府
観光局CEO（左）

9月中旬にファムツアーも予定
モンゴル  7月23日（水）
ゴンガ・ジャルガルサイハン MIATモンゴル航空社長
中村理事長を訪問し、「モンゴル／日本間の輸送力強化に
取り組んでおり、成田路線を週5便から6便に増便したのに
続き、8月～10月には羽田から週2便を運航します。モンゴル
旅行業協会と共同で9月中旬にファムツアーも予定していま
す」と説明。中村理事長は、「旅行会社にモンゴルの魅力を
伝え、ツーリズムEXPOジャパンでも十分アピールしてくださ
い」と応じました。

政府主導により南部でリゾート開発
バングラデシュ  7月30日（水）
マスード・ビン・モメン 駐日バングラデシュ大使
JATA本部を訪れ、「政府主導により初の取り組みとなる南
部のリゾート開発に向けて動いており、開発のための情報
支援やミーティングの機会をいただきたい」と要請。中村理
事長は、「ツーリズムEXPOジャパンを通じてバングラデシュ
の魅力を伝え、ビジネスミーティングで積極的な商談を行って
ください。リゾート開発に向けて、JATAとしても協力・サポー
トしていきます」と話しました。

5000年の歴史が育んだ魅力
トルクメニスタン  7月24日（木）
ドゥルディムラドフ・ケリム トルクメニスタン国家観光委員会委員長
田川会長を訪れ、「5000年もの長い歴史を持つ国で、世界
遺産に登録されている3つの観光地をはじめとする素晴らし
さは、来ていただかなければ分からない魅力です」とアピー
ル。田川会長は、「文化遺産に興味を持つ旅行者は多く、観
光・ビザ情報などに加えて、認知度をあげるための継続的な
プロモーション活動が必要です」と指摘しています。

航空路線の再開に向けて動き
オーストラリア  7月31日（木）
リアン・コディントン クイーンズランド州政府観光局CEO
JATA本部を訪問し、「一時は年間50万人を数えた日本人
観光客が伸び悩んでおり、日本の旅行会社との話し合い
で、航空路線の再開に向けて動いています」と説明。中村
理事長は、「直行便の就航は観光客増加のため非常に重
要で、JATAとしてもブリスベンへの路線再開をサポートして
いきます」と約束しました。

東アフリカ3カ国で有効なビザ発行
ケニア・ルワンダ・ウガンダ  7月25日（金）
ベンソンH.O.オグトゥ 駐日ケニア大使
チャールズ・ムリガンデ 駐日ルワンダ大使
ベティ・グレイス・アケチ・オクロ 駐日ウガンダ大使
JATAを訪問し、「今年から3カ国で有効な東アフリカ観光ビ
ザが発行されており、ひとつのビザでの周遊旅行が可能に
なりました」と説明。中村理事長は、「日本からのアフリカ旅行
はパッケージツアーが多く、旅行会社向けのプロモーション
や周知活動が必要。ツーリズムEXPOジャパンでのセミナー
などを活用してください」と応じました。

JATA会員への送客要請に謝意
マレーシア  8月7日（木）
ノール・アズラン マレーシア政府観光局日本支局長
田川会長を表敬訪問し、JATA会員にマレーシアへの送客
を要請する支援メッセージに謝意を示すとともに、ツーリズム
EXPOジャパンへの協力を約束。田川会長は、「学生企画コ
ンテストやディスプレイ・ブッキングコンテストなどの『マレーシ
ア100万人プロジェクト』を通じた渡航者増という実績で貢献
したい」と話しました。
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37years have 
passed since 
the 1st JATA 
World Tourism 
Congress held 
i n  1 9 7 7 .  I n 
the annals of 
proclaiming the 
presence of the 
Japanese travel 

industry to the world, a new page is being turned 
with the holding of the JATA Tourism Expo Japan 
this year. The expo is expected to play a particularly 
large role in invigorating the outbound travel market, 
which was the original purpose of the JATA World 
Tourism Congress.

Aiming to Boost Japan’s Voice Internationally in the 
Travel Industry

Inv igo ra t ion o f  the Outbound Market  A lso 
Anticipated

50th Anniversary of Deregulation of Overseas Travel---Part 6
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The Power of Travel
JATA Tourism EXPO Japan
prospers communities

JATA Tourism EXPO Japan, integrating two of Japanese 
leading tourism events JATA “TABIHAKU” Travel 
Showcase and Tabi Fair Japan, will have International 
Tourism Forum on Sept. 26(Fri.).
To begin with the Forum, Dr. Taleb Rifai, Secretary-General, 
UNWTO will make a Keynote Speech followed by Keynote 
Symposium in collaboration with UNWTO. 
In the afternoon sessions, tourism industry members and 
local communities will discuss their strategies for further 
promotion of outbound, inbound, and domestic travel, and 
our country’s appeal as a tourism nation.

◎Outline
Time and Date  :  10:30-18:00, Friday, September 26, 2014
Venue  :  Tokyo Big Sight, Conference Tower (7F) 

International Conference Room
Registration  :  JATA Tourism EXPO Japan Official 

Home Page(http://t-expo.jp/en)
Registration Fee  :  Japan Travel and Tourism Association 

or Japan Association of Travel Agents 
(JATA) Member=10,000 JPY/person 
(includes tax) Non-member=12,000 JPY/
person (includes tax)

◎Keynote Speech
(10:30-11:00/International Conference 
Room)[Japanese/English]
Theme  :  Tourism and Community 

Development
Speker  :  Dr. Taleb Rifai(Secretary-General, 

UNWTO)

◎Keynote Symposium
Panel Discussion in Collaboration with 
UNWTO(11:00-12:30/International Conference 
Room)[Japanese/English]
Theme  :  Mega Events and Tourism-Creating a novel 
image of Japan on the global tourist market

 Explore in depth the most efficient and effective ways 
to optimize the benefits of hosting mega events such as 
Olympic Games from the viewpoint of tourism.

Moderator : Prof. Yoshiaki Hompo (Professor. Tokyo 
Metropolitan University, Special Advisor to Japan 
Tourism Agency)  

Panel Discussion Panelists : Dr. Taleb Rifai/Mr. Christopher 
Rodrigues(Chairman, Visit Britain)/Mr. John O’
Sullivan(Managing Director, Tourism Australia)/Mr. 
Ryoichi Matsuyama (President, JNTO) 

◎Symposium
Asia Travel Market Analysis 2014 Session
Panel Discussion in collaboration with PATA(14:00-16:00/International 
Conference Room)[Japanese/English]
Theme :  Rapidly Growing Asian Market and Significance for 
Tourism Industry

  Focus on the rapidly expanding and flashing Asian travel market, 
update the latest market trends highlighting Malaysia, Thailand 

and Japan. Discuss and explore to reaffirm its sustainable growth 
together with the significance for tourism industry in the Asian 
countries.

Key Note Speech : Mr. Martin Craigs(Chief Executive Officer, PATA)
Moderator : Ms. Ivy Chee (Regional Director ? East Asia, PATA）
Panel Discussion Panelists : Mr. Martin Craigs(Chief Executive Officer, 

PATA)/Ms. Narierut Pantong(GM & Owner, Nisco Travel)/Mr. 
Dato Ngiam Foon(Chief Executive 
Officer, Asia Experience Tours Sdn 
Bhd and PST Travel Services Sdn 
Bhd)/Ms. Alicia Seah(Marketing 
Communications Director, Dynasty 
Travel International)

Overseas Travel Session
Keynote Speech + Panel Discussion(16:15-18:00/International 
Conference Room)[Japanese/English]
Theme :  Vitalization of travel demand in local communities 
challenging twenty million Japanese travelers - The 50th 
anniversary of Japan’s liberalization of overseas travel

 In order to achieve 20 million outbound tourists from Japan, it is 
vital to increase  departure rates in local areas. Discuss possibility 
of  the travel market around the local  areas/airports  and the way 
how to vitalize travel demand in local communities  based on the 
local government's strategies.

Key Note Speech : Ms. Harumi Takahashi (Governor of Hokkaido) 
Moderator : Mr. Jun Kawano (Head of JATA Charter Working Group/General 

Manager, Overseas Travel Department, KNT-CT Holdings Co., Ltd.)
Panel Discussion Panelists : Mr. Kan Kosaka (Deputy Director 

General, Tourism and International Affairs Strategy Bureau, Aomori 
Prefectural Government)/Mr. Wei Wang (Chief Representative, 
Spr ing Group Japan Off ice)/
Mr. Minoru Honda (Senior Vice 
President, Director, Marketing Sales 
Headquarter, AIRDO, Co.,Ltd.)/Mr. 
Atsushi Eguchi (President, TOUR 
WAVE CO., LTD)

Domestic Travel Session
Keynote Speech+ Panel Discussion(14:00-16:00/Conference Room 605 
and 606)[Japanese only]
Theme :  Creation of domestic travel demand by local tours
 The role that tourism serves in local activation is big. Discuss how 

to develop and promote region-based optional tours as well as 
plans for activation and creation of domestic travel demand under 
cooperation between local communities and travel agencies.

Key Note Speech : Mr. Akira Chouno(Executive Director, Japan Travel 
and Tourism Association)

Moderator : Mr. Makoto Kato (Head of JATA local tours Working Group/
General Manager, Tourism Strategy Team, Travel Marketing & 
Strategy Department, JTB Corp.)

Panel Discussion Panelists : Mr. Akira Chouno/Mr. Kenya Katayama 
(Mayor of Niseko)/Mr. Satoshi Nagasaki (Regional Development 
Department, Japan Tourism Agency)/Ms. Kiku Esaki (Representative 
Director, Kaitou-yumin club)

Inbound Travel to Japan Session
(16:15-18:00/Conference Room 605 and 606)[Japanese only]
Theme :  Joint efforts of all Japan toward twenty million 
foreign visitors

 Aiming at 20 million foreign visitors to Japan, not only an action 
responding  to inbound tourists for meals, shopping and cultural 
attractions but also an action to increase  their visits to local areas 
and in off-season will be required.?Discuss how to respond to 
inbound tourists' various demands, while introducing successful 
promotion examples conducted by local governments and private  
sectors under their collaboration in the VISIT JAPAN PROJECT. 

Moderator : Mr. Mamoru Kobori, (Executive Director, JNTO)
Panel Discussion Panelists : Ms. Nahoko Furuta (Executive Adviser, 

Tourism Exchange Promotion Office, Gifu Prefectural Government)/
Mr. Ryozo Yonehara (President, Institute for Japanese Culture 
Experience and Education<IJCEE>)/Mr. Yoshiaki Nakamura 
(President, Japan Inbound Solutions Co., Ltd.)/Mr. Hisao Yoshimura 
(Head of JATA Inbound Travel Promotion Working Group/JTB 
Global Marketing & Travel Inc.)
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Messages for JATA Tourism EXPO 2014



事務局
便り

日本観光協会とJATAが主催する「ツーリズムEXPO
ジャパン」がいよいよ今月25日から28日までの4日間、東京・
有明の東京ビッグサイトで開催されます。同推進室では
JATA会員の皆さんに、「ツーリズムEXPOジャパンはビジ
ネスチャンスの宝箱」と認めてもらえるよう、国際フォーラム

や商談会のみならず業界人向けのセミナーのラインナッ
プ等にも力を注いできました。今号ではそうしたセミナーの
魅力も特集（5~6ページ）していますので、参考にしてくだ
さい。多くの方々の来場をお待ちしています。

9月10日 海外旅行推進委員会／本部

9月10日 国内旅行委員会／九州支部

9月11日
～12日 国内旅行推進委員会（沖縄）／本部

9月18日 消費相談委員会／関西支部

9月18日 消費相談委員会／九州支部

9月19日 理事会・常任役員会／本部

9月25日 幹事会／中四国支部

9月26日 幹事会／関東支部

9月26日 LADY JATA／関東支部

9月26日 海外、国内、インバウンド・ツーリズム合同委員会
／関西支部

10月1日 インバウンド委員会／関東支部

10月8日
～9日 消費者相談委員会／九州支部

10月9日 理事会・常任役員会／本部

10月9日 海外旅行委員会／関東支部

10月16日 幹事会／東北支部

10月21日
～22日 国内旅行委員会（関西）／関東支部

10月28日 VW事業推進特別委員会

10月29日 研修・試験委員会／本部

9月9日～12日 旅程管理研修（東京A）／研修・試験委員会

9月10日 ウガンダセミナー／海外旅行推進委員会

9月10日～
12日 利尻・礼文ファムツアー／国内旅行推進委員会

9月16日 ベトナム観光セミナー（札幌）／海外旅行推進委員会

9月16日～
19日 旅程管理研修（大阪）／研修・試験委員会

9月18日 業務改善勉強会（名古屋）／業務改善委員会

9月18日 ベトナム観光セミナー（福岡）／海外旅行推進
委員会

9月25日～
28日 ツーリズムEXPOジャパン

9月30日 セドナ観光局セミナー／海外旅行推進委員会

10月4日 寺子屋JATA／九州支部

10月6日 苦情対応セミナー（札幌）／業務改善委員会

10月8日 業務改善勉強会（東京）／業務改善委員会

10月12日 総合旅行業務取扱管理者試験

10月16日～
17日 気仙沼実地踏査／国内旅行推進委員会

10月21日～
24日 旅程管理研修（東京・高松）／研修・試験委員会

10月22日 苦情対応セミナー（福岡）／業務改善委員会

10月24日～
25日

東北復興支援活動「みちのく潮風トレイル・
JATAの道プロジェクト」／社会貢献委員会

10月28日 旅行のウェブ取引に関するガイドライン説明会／
法制委員会

10月29日 苦情対応セミナー（東京）／業務改善委員会

10月30日 業務改善勉強会(名古屋）／業務改善委員会

10月31日 苦情対応セミナー初心者（大阪）／業務改善委員会

●JATA業務予定表 9月10日（水）～10月31日（金）
※予定表は変わることがあります。
本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すで
に申し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）でご確認ください。

読者アンケート＆プレゼント
　「じゃたこみ」9月号はいかがでしたでしょうか？より
充実した誌面づくりのために、アンケートにご協力く
ださい。ご回答いただいた方の中から抽選で10名
様に「JATAオリジナルＴシャツ」をプレゼントいたし
ます。たくさんのご回答お待ちしております。
応募締切：2014年9月30日（火）ご回答分まで
https://www.jata-net.or.jp/web/fm/9
からご回答ください。
※当選者の発表は発送に替えさせていただきます。

●お知らせ
10月号は「ツーリズムEXPOジャパン特集号」となり、10月20日の発行となりますので、お知らせします。



　

今
月
29
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
N
H
K
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説「
マ
ッ
サ
ン
」は
、日
本
の
ウ
ィ
ス
キ
ー

誕
生
を
支
え
た
日
本
人
技
術
者
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
人
の
妻
に
よ
る
夫
婦
の
奮
戦
記
で
す
。〝
ウ
ィ
ス

キ
ー
の
本
場
〞と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
注
目

も
改
め
て
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

見
学
や
試
飲
で
ふ
れ
る
〝
ス
コ
ッ
チ
〞
の
真
髄

　
ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
、エ
ジ
ン
バ
ラ
に
最
も
近
い

蒸
留
所
が
あ
る
ロ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
最
北
の
蒸
留
所

を
抱
え
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
ま
で
、製
造
工
程
の
見
学
や

試
飲
を
通
じ
て
、〝
ス
コッ
チ
〞の
歴
史
や
文
化
に
ふ

れ
ら
れ
る
蒸
留
所
が
数
多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ジ
ンバ
ラ
か
ら
北
へ
車
で
45
分
ほ
ど
の
デ
ィ
ー
ン

ス
ト
ン
蒸
留
所
で
は
、コン
ピュー
タ
ー
に
よ
る
制
御

が一般
的
と
なった
今
も
、職
人
の
経
験
と
ス
キ
ル
に

基
づ
く
スコッチ
造
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
ゴ
ル
フ

も
、ウ
ィ
ス
キ
ー
と
と
も
に
ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
を
象
徴

す
る
存
在
で
す
。海
沿
い
の
地
形
を
活
か
し
た
ゴル

フ
場
が
多
い
ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、強
風
に
さ
ら
さ

れ
て
冷
え
切った
身
体
を
温
め
る
た
め
、ゴルファ
ー

は
ポ
ケ
ッ
ト
に
ス
コッ
チ
の
ボ
ト
ル
を
し
の
ば
せ
、1

ホ
ー
ル
ご
と
に
キ
ャップ
1
杯
を
飲
み
寒
さ
を
凌
ぎ

ま
し
た
。1
ラ
ウ
ン
ド
が
18
ホ
ー
ル
と
い
う
半
端
な

数
字
に
なった
の
は
、18
ホ
ー
ル
目
で
ボ
ト
ル
が
空
に

な
る
た
め
と
い
う
説
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

　

2
0
0
5
年
に
第
31
回
先
進
8
カ
国
首
脳
会

議
の
会
場
と
な
っ
た
グ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ズ
も
、ス
コッ

ト
ラ
ン
ド
の
名
門
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の一つ
で
す
。広
大

な
ホ
テ
ル
の
敷
地
内
に
は
、鷹
狩
や
射
撃
、ア
ー
チェ

リ
ー
な
ど
の
施
設
も
あ
り
、英
国
の
奥
深
い
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
体
験
で
き
ま
す
。

ロ
イ
ヤ
ル
ヨ
ッ
ト
も
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

　
スコッ
ト
ラ
ン
ド
は
、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、ウェー
ル
ズ
、

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
と
も
に
英
国
を
構
成
す
る
4

地
域
の一つで
す
が
、今
月
18
日
に
は
、スコッ
ト
ラ
ン

ド
を
独
立
国
家
と
す
べ
き
か
ど
う
か
を
問
う
住

民
投
票
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、日
本
で
も
大
き
な

ニュー
ス
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

そ
の
ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
の
首
都・エ
ジ
ン
バ
ラ
の

港
に
は
、英
国
王
室
が
1
9
5
0
年
代
か
ら

1
9
9
0
年
代
ま
で
44
年
間
に
わ
たって
使
用
し

た
ロ
イ
ヤ
ル
ヨッ
ト・ブ
リ
タ
ニ
ア
号
が
係
留・公
開

さ
れ
て
お
り
、新
し
い
観
光
ス
ポッ
ト
と
し
て
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。エ
リ
ザ
ベス
女
王
を
は
じ
め
と

す
る
英
国
の
王
族
に
愛
さ
れ
、多
く
の
国
賓
も
招

き
入
れ
て
き
た
大
型
船
は
、ロ
イ
ヤ
ル
ファ
ミ
リ
ー

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
を
体
験
で
き
る
極
め
て
貴

重
な
存
在
で
す
。

　
ま
た
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ス
コッ
ト
ラ
ン

ド
は
新
鮮
な
食
材
の
宝
庫
で
す
。複
雑
に
入
り
江

が
切
れ
込
ん
だ
海
岸
線
で
は
、オ
イ
ス
タ
ー
や
ロ
ブ

ス
タ
ー
、カニ
な
ど
豊
富
な
海
の
幸
が
水
揚
げ
さ
れ

て
お
り
、小
さ
な
村
や
町
に
点
在
す
る
古
城
や
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
楽
し
む
地
元
の
料
理
も
、ス
コッ

ト
ラ
ン
ド
の
大
き
な
魅
力
と
なって
い
ま
す
。

スコットランド

ラクダに乗ってサハラ砂漠をゆく

ウィスキーの蒸留所見学もスコット
ランド観光には欠かせません

多くの国賓や英国王族を迎え入れて
きたロイヤル・ブリタニア号の応接室

今年5月にはカタール航空がドー
ハ／エジンバラ線に就航。エジン
バラ空港では初のB787型機乗り
入れとなりました

名門ゴルフコースのグレンイー
グルズには、鷹狩を体験できる施
設などもあります

小さな村のレストランやゲストハ
ウスの古城では、新鮮な食材の
スコットランド料理も楽しめます

素材研究
（海外）
素材研究
（海外）
素材研究
（海外）

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
注
目
高
ま
る
ス
コッ
ト
ラ
ン
ド

ウ
ィ
ス
キ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
独
自
の
風
土
と
文
化

スコットランドの歴史
を刻んできたエジン
バラ城。高さ約130
メートルの断崖にそび
える城は、地名の由来
ともなりました



水面に白馬連峰の山々が映
る神秘的な光景の八方池は
標高2060m

北アルプス白馬連峰・唐松岳(2696m)付近の
稜線から延びる八方尾根自然研究路

初心者でも安心して気軽に参加できる
ノルディックウォーキング

北アルプスの名峰・白馬岳に抱かれた標
高約1000mの白馬落倉高原周辺での
ネイチャーウォーキング

0000

白
馬
村
を
深
く
楽
し
む
マ
イ
ス
タ
ー
ツ
ア
ー
が
人
気

地
元
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
地
域
観
光
を
支
え
る

白 馬 村素材研究
（国内）
素材研究
（国内）
素材研究
（国内）

　
全
国
各
地
で
地
域
に
旅
行
者
を
呼
び
込
も
う

と
、着
地
型
・体
験
型
の
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
が
進
め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
先

駆
け
と
な
っ
た
長
野
県
の
白
馬
村
で
、一
貫
し
て
地

域
観
光
を
支
え
て
き
た
の
は
、地
元
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
が
地
域
を
案
内
す
る
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
で
す
。

地
元
人
材
の
有
効
活
用
で

足
腰
の
強
い
観
光
地
づ
く
り

　

長
野
県
白
馬
村
で
は
、「
白
馬
マ
イ
ス
タ
ー
」と

呼
ば
れ
る
地
域
ガ
イ
ド
が
旅
行
者
を
案
内
す
る

着
地
型
の
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
根
強
い
人
気
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

　
「
マ
イ
ス
タ
ー
」と
は
ド
イ
ツ
語
で「
親
方・職
人・

名
人
」な
ど
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。白
馬
マ
イ

ス
タ
ー
は
、白
馬
村
に
住
む
様
々
な
分
野
で
卓
越

し
た
技
術
や
知
識
を
身
に
付
け
た
地
元
の
人
た

ち
が
、地
域
を
訪
れ
る
旅
行
者
に
白
馬
村
の
魅
力

を
よ
り
深
く
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、さ
ま
ざ
ま

な
努
力
や
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

白
馬
村
観
光
局
の
松
沢
晶
二
次
長
は
、白
馬
マ

イ
ス
タ
ー
に
つい
て
、「
2
0
0
4
年
に
観
光
連
盟

と
白
馬
村
観
光
推
進
本
部
を一元
化
し
て
観
光
局

に
移
行
す
る
と
同
時
に
、村
内
の
人
材
の
有
効
活

用
や
着
地
型
観
光
の
強
化
と
い
う
観
点
に
基
づい

て
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、足
腰
の
強
い
観
光

地
造
り
を
目
指
し
て
き
た
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
催
行
中
の「
夏
か
ら
秋
へのマ
イ
ス
タ
ー
ツ
ア
ー
」

で
は
、「
秘
湯 

白
馬
鑓
温
泉
コ
ー
ス
」や「
白
馬
落

倉
高
原
ネ
イ
チ
ャ
ー
＆
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

東
南
ア
ジ
ア
市
場
開
拓
に
も
注
力

　

全
国
に
先
駆
け
て
観
光
局
を
立
ち
上
げ
、法

人
化
と
同
時
に
旅
行
業
登
録
も
行
い
、積
極
的
な

商
品
造
成
に
取
り
組
む
自
治
体
と
し
て
、白
馬
村

は
全
国
各
地
か
ら
も
多
く
の
視
察
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。

　

最
前
線
で
旅
行
者
と
接
す
る
白
馬
村
マ
イ
ス

タ
ー
は
、変
化
を
続
け
る
旅
行
ニ
ー
ズ
の
収
集・分

析
な
ど
を
通
じ
て
、観
光
局
に
よ
る
商
品
企
画
に

も
貢
献
し
て
お
り
、白
馬
村
に
お
け
る
着
地
型
観

光
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
ま
で
に
なって
い

ま
す
。松
沢
次
長
に
よ
る
と
、白
馬
村
観
光
局
が

官
民
協
働
に
よ
り
積
み
上
げ
て
き
た
取
り
組
み

は
、地
域
の
民
間
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
着
地

型
旅
行
の
開
発
に
も
波
及
し
て
き
て
お
り
、「
白

馬
村
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
内
外
で
強
化
す
る
結
果
」

も
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、隣
接
す
る
大
町
や
小
谷
村
な
ど
と

も
合
わ
せ
た
エ
リ
ア
を「
白
馬
バ
レ
ー
」と
総
称
し

て
、新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
動

き
も
始
ま
って
い
る
ほ
か
、「
最
近
で
は
東
南
ア
ジ

ア
各
国
か
ら
の
旅
行
者
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て

お
り
、海
外
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
取
材
や
外
国
旅
行

会
社
の
研
修
な
ど
に
は
、で
き
る
限
り
協
力
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
る
」そ
う
で
す
。

白馬鑓温泉小屋には女性専用露天風呂や
足湯もあり、標高日本一の天然湧出量（毎
分760リットル）を誇ります

歩いてしか行けない秘湯「白馬鑓温
泉」は標高2100m。雲上の露天風呂
からは御来光と満天の星も楽しめます



長野県北安曇郡白馬村北城瑞穂 3020-52
　TＥＬ：0261-72-5567　ＵＲＬ：http://www14.plala.or.jp/tonbodama/

紀元前 2500 年、メソポタミア文明の時代より存在する由
緒あるとんぼ玉。とんぼの眼のようにキラキラ輝くことから
その名を付けられたとんぼ玉を、ぜひとも自分の手で作って
みませんか。何千通りもの組み合わせから生まれるそれは、
あなただけのオリジナル！
世界でたった一つだけのとんぼ玉と共に、最高の思い出は

いかがですか。もちろん既製品もご用意しておりますので、
友人や恋人へのお土産にも最適です。

とんぼ玉作り体験料金　1400円～3400円 （小学１年生からＯＫ）  
制作時間　10分～ 25分位
冷却時間　40分～ 60分位
※冷却時間中は食事や遊びに出てもらい時間を置いてから、また取
りに来て頂く事が可能です。
☆ネックレス、ストラップ、キーホルダーなどにしてお持ち帰り頂けます。
☆作ったとんぼ玉はその日の内に持って帰れます。
★ 15人以上は要予約（15人未満は予約不要）
※８月中は予約を受け付けることが出来ない場合があります。

アクセサリー作り体験料金　900 円～（小さなお子さんでもＯＫ）  

北城 ⑥ももちゃんクレープ 飲食

神城 ⑦白馬ガラス工房 体験

白馬を さらに 楽しむ！！

当パンフレットは【架空】のものです。弊社へのお問合せ、お申込みは一切できません。
ただ、掲載されている情報は全て本物です。お問合せは各観光地様へ直接お願いします。

時が経つのを忘れる、快適な山岳リゾートステイ
豊かな自然溢れる白馬山麗の静寂な森に包まれた空間で、都会の喧騒を忘

れさせてくれるリゾートホテルです。
寛ぎ空間広がるゲストルームはもちろん､「庄兵衛の湯」とエステで日頃の疲れ

を癒し、山海の幸のフルコースを満喫。森の香りに包まれたラウンジでは、専属
パティシエによるパウンドケーキやスイーツで優雅なティータイムを過ごせます。
大自然のリゾートケアで、人が本来持つ自然治癒力を取り戻し、リフレッシュしませんか？
白馬の銘酒「白馬錦」を熱燗でお召し上がり下さい。 源泉露天風呂で、花見酒、

星見酒、雪見酒など季節ごとに趣の異なる温泉情緒が楽しめます。

愛犬と大自然の中で旅をしてみませんか？
人と愛犬がもっと笑顔で居られる、感動の旅をお約束します。

夏の白馬で大人気のアウトドアスポーツ、パラグライダーやシャワーウォー
キング、その他カヌーなどの水遊び体験メニューも手配しちゃいます。
プチホテル、という名の通り立派なホテルではありませんが、家族で経営

する宿ならではの温かみと、手作りのフルコースディナーでお客様をお迎え
します。
旅行先なのに、まるで実家に帰ってきたみたい。宿で出会う人々が、まる

で昔からの家族のよう。常連のお客様からそんな言葉を頂けるホテルに、ど
うぞ帰ってきて下さい。

八方尾根スキー場白樺ゲレンデに隣接するホテル。白馬のレジャー体
験の拠点にぴったりです！

愛犬同伴率100％のフェニックスウィング白馬では、ワンちゃんと楽しく過ごす環境をご用意しております。ワンちゃん用客
室アメニティグッズの充実はもちろん、専門知識を備えたスタッフが皆様と愛犬の絆を強めるお手伝いを致します。
さらに、アルプスに囲まれた日本最高峰の大自然「白馬」をワンちゃんと満喫するためのスポットをご案内しております。

長野県北安曇郡白馬村北城4683-2
 TEL：0261-72-500
 URL：http://www.mominokihotel.com/

長野県北安曇郡白馬村北城 4402
TEL：0261-72-5550
URL：http://www.hotelshitaka.co.jp/

長野県北安曇郡白馬村神城 22305
　TEL：0470-28-4089
　ＵＲＬ：http://www.pw-hakuba.jp/

宿泊料金　夕食・朝食付き
　● １名様（シングル、チャージ）……18,000 円
　● ２名様（ツイン）………………13,000 円
　● ３名様（トリプル）……………12,000 円

宿泊料金　夕食・朝食付き
　● １名様１室………………………11,880円
　● ２名様１室………………………10,800円
　● ３・４名様１室…………………  9,720 円
　● ５名様以上１室（最大７名様まで）…  8,640 円

＜2014 年 5月7日～12月12日＞

北城 北城③白馬樅の木ホテル ④プチホテル志鷹ホテル ホテル

北城 ⑤フェニックスウイング白馬 ホテル

当パンフレットは【架空】のものです。弊社へのお問合せ、お申込みは一切できません。
ただ、掲載されている情報は全て本物です。お問合せは各観光地様へ直接お願いします。

のマーカーが目印です。アプリを起動後、
ＡＲ付き画像にスマホをかざして下さい。
※アプリの使用方法は表面をご参照ください。

つるつるとまるで石鹸を使っているかのように肌を潤す無色透明のお湯。「日

本一の強アルカリ泉」とも呼ばれるそれを当ホテルでは贅沢にも源泉かけ流し。

美容効果はもちろん、疲労回復・冷え性改善・健康増進にも効果のあるお風呂です。

少しぬるめの優しいお湯に浸かりながら、白馬の大自然をゆったりとご堪能下さい。

古民家の風情を慈しみ
源泉100％かけ流しの湯でくつろぐ幸せ・・・・・

みずばしょう温泉という自家源泉から湧き出るお風呂。白馬で自家源泉を持
つホテルはシェラだけです。
透明感のある緑色のお湯はお肌に優しく穏やかで、疲れたあなたをゆったり

と包み込んでくれます。
わずかに硫黄の香りがするお湯は湯冷めもせず心地よさも満点です。源泉

100％のかけ流し温泉を、古民家の風情と共にお楽しみ下さい。

長野県北安曇郡白馬村大字北城 6680
　ＴＥＬ：0261-72-7500　
　ＵＲＬ：http://www.hakubahotel.com/

長野県北安曇郡白馬村みずばしょう温泉
　ＴＥＬ：0261-72-3250
　ＵＲＬ：http://hakuba.sierra.ne.jp/

宿泊料金　夕食・朝食付き
　● ２名様１室  9,450 円～ 
　● ３名様１室  9,450 円～ 
　● ４名様１室  8,400 円～ 

周囲をぐるりと囲む北アルプスの風

景と、白馬の緑。そんな自然の中心に

位置する洋館は、白馬西洋館扇屋。こ

だわり抜いた独特の雰囲気は、本場ス

イスで修業を積んだオーナーシェフの

経営する温泉ホテル。

暖かな陽光に包まれたレストランで、厳

選された旬の素材や信州の特産物、新鮮な

魚を使った逸品料理をお楽しみ頂けます。

ご旅行からウェディングまで、モダンな空間で楽しいひと時をお過ごし下さい。

メインコンセプトは「フツウの高級ホ

テルが物足りなくなった方へ」。高級や

格式から解放された自由な発想で、お

客様もスタッフも自由でありたいそんな

ホテルです。約三万坪の広大な土地の

中で重んじるものは、”全て”。森の景色、

雪、山、湧き出るお湯。そんな全ての

自然と張り合わず、自然の恵みを活か

す環境共存型ホテル。それがシェラ。

白馬の雄大な大自然と共に、皆様をお待ちしております。

北城北城 ②ホテルシェラリゾート白馬
　　白馬みずばしょう温泉①白馬西洋館扇屋　白馬八方温泉

ホテル
温泉

ホテル
温泉

当パンフレットは【架空】のものです。弊社へのお問合せ、お申込みは一切できません。
ただ、掲載されている情報は全て本物です。お問合せは各観光地様へ直接お願いします。

高戸山高戸山

城山城山

浅間山浅間山

白馬

信濃森上

飯森

神城

しらかば

栂池高原

栂の森

一夜山一夜山

木崎湖木崎湖

尼子山尼子山

小熊山小熊山

大沢寺大沢寺

平郵便局平郵便局

八幡宮八幡宮

信濃木崎

稲尾

海ノ口

権現山権現山

岩蕈山岩蕈山

白馬五竜高山植物園
白馬姫川温泉・竜神の湯

フェニックスウイング白馬

白馬駅

木崎湖 POWWOWキャンプ場

栂池ゴンドラリフト

栂池ゴンドラリフト

プチホテル志鷹 白馬ガラス工房

ももちゃんクレープ

白馬大池

ホテルシェラリゾート白馬
白馬みずばしょう温泉

白馬樅の木ホテル 白馬西洋館扇屋
白馬八方温泉・美人の湯

白馬大橋

当パンフレットは【架空】のものです。弊社へのお問合せ、お申込

みは一切できません。予めご了承頂きますよう、お願い申し上げます。

しかしながら、掲載されている情報は全て【本物】（平成 26 年

９月１日現在）となっております。お問合せ、お申込みに関しまし

ては、各観光地様へ直接お問合せ下さい。

当パンフレットには映像をご覧頂ける仕組みを施していま

す。紙面上からは伝わらない各観光地の良さを映像を通じ

て体感してみて下さい。きっと旅先の選定にお役立て頂ける

事と思います。

旅　行　条　件　（要旨）

紙から映像を見られる（映像の見方）

のマーカーが目印です。アプリを起動後、
ＡＲ付き画像にスマホをかざして下さい。

当パンフレットは【架空】のものです。弊社へのお問合せ、お申込みは一切できません。
ただ、掲載されている情報は全て本物です。お問合せは各観光地様へ直接お願いします。

　標高3000 ｍ級の北アルプスを望む、
標高1515ｍにある高山植物園。ゴンドラ
に乗って300 以上の高山植物と景観をお
楽しみいただけます。ゴンドラは夏の間だ
け稼働しており、夜には星空観測を楽し
める「ナイトゴンドラ」を営業しています。
また、玄関口となるエスカルプラザでは、

お食事やショッピングができます。信州の食
材を活かした手作り料理や、白馬エリア最大
級の広さと豊富な品揃えによるオリジナル商
品を、高山植物園へ来た記念にいかがでしょ
うか？トレッキング用品や信州の野菜など取
り揃えております。ぜひ、お立ち寄り下さい。

 静かな湖畔に面した、森の中のキャンプ場。
柔らかな木漏れ日と水のせせらぎに癒されながら、
ゆったりと流れる時間を堪能することができます。
水遊びはもちろん、釣りや虫取り、森遊びの

場としても最適です。一緒にボートを漕いだり、
竿を並べて語り合ったり、料理を作ったり、都
会では味わうことのできない時間を通じて、友人
や恋人、家族との絆を深めてはみませんか。綺
麗な水や空気と共に、お待ちしております。

『宿泊・食事』
家族で泊まれるバンガロー、協力し

て張るテント、風通しの良いタープをご
用意。手ぶらで楽しめるＢＢＱは、日帰
りでも大歓迎です！

北アルプス白馬三山からの清らか

な冷たい水が流れる松川にかけられ

た白馬大橋。

ここは日本の道百選にも選ばれて

おり、橋の上から見る清流と北アル

プスの風景は絶景です。橋のたもと

は松川河川公園として整備されてお

り、そこからも雄大な景色を楽しむ

ことができます。

また、松川河川公園はペットと一緒に散歩したり遊ぶのにもおすすめのス

ポットです。 

長野県大町市平19004-1
　ＴＥＬ：0261-85-2494
　ＵＲＬ：http://kizakiko-powwow.com/

長野県北安曇郡白馬村神城 22184-10
　ＴＥＬ：0261-75-2101
　ＵＲＬ：http://www.hakubaescal
　　　　　.com/shokubutsuen/

レジャー料金表 
　● スタンドアップパドルボード
　　体験ツアー（一時間半）
　　ガイドがレクチャー　……3,890円
　● カヌー（一人一時間）……2,160 円
　● カヌー（二人乗り）………3,240 円
　● マウンテンバイク（一時間）…　650 円
　● クラフト作り（一時間）……1,080 円
　● ルアー釣り（一日）………2,160 円

大町市平 神城⑧木崎湖 POWWOW　  キャンプ場 ⑨白馬五竜高山植物園         白馬姫川温泉・天神の湯レジャー 自然

北城 北城⑩白馬大橋 ⑪白馬駅自然 駅

当パンフレットは【架空】のものです。弊社へのお問合せ、お申込みは一切できません。
ただ、掲載されている情報は全て本物です。お問合せは各観光地様へ直接お願いします。

は



全国共通お食事券
「ジェフグルメカード」のご案内

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問い合わせ 株式会社ジャタ　TEL : 03-3504-1751　FAX : 03-3504-1753　E-mail　mail@yu-jata.com

～JATA会員・特別価格～

JATA会員向けに会員特別価格(額面500円券を485円)にて販売しております。

全国共通お食事券
「ジェフグルメカード」のご案内

●ジェフグルメカードは、（一社）日本フードサービス協会（JFジェフ）を母体に、協会加盟社
と金融機関との出資により設立された会社が発行する、外食産業最大のお食事券です。
●ファミリーレストラン、ファストフード、居酒屋、レストラン街など、日本全国の約1,000
ブランド、35,000店でご利用いただけます。
　利用可能店は、http://www.jfcard.co.jp で検索いただけます。
●額面は￥500で手軽に使えます。専用の封筒と加盟店リストをお付けできます。
●有効期限はありません。

①　自由行動時の食事券として・・・修学旅行の班別自主研修や、インバウンドでの利用
　　　　　　　　　　　　　　　 に最適です。添乗員の手間も解消します。
②　福利厚生用として・・・カフェテリアプラン、永年勤続表彰に大変好評です。
③　イベントの昼食代として・・・お弁当の代替として最適です。
④　謝礼や周年記念品として・・・アンケート用等さまざまな謝礼や餞別として最適です。

●（株）ジャタのホームページ http://www.yu-jata.com/　（割引物販）から専用申込
書（pdfファイル）を印刷し、ご記入の上FAXにてお申込み下さい。

●発注は100枚以上でお願いいたします。

ご注文方法

ジェフグルメカードの特徴

用途のご案内


